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は
じ
め
に

明
治
二
十
七
（
一
八
九
四
）
年
九
月
十
七
日
、
黄
海
北
部
の
鴨
緑
江
口
附
近
に
て
、
帝
国
海

軍
の
聯
合
艦
隊
と
清
国
海
軍
の
北
洋
艦
隊
の
間
で
戦
闘
が
行
わ
れ
た
。
日
清
戦
争
の
黄
海
海

戦
で
あ
る
。
両
艦
隊
の
激
し
い
砲
撃
戦
は
真
昼
か
ら
夕
方
に
か
け
て
続
き
、
結
果
、
聯
合
艦

隊
が
北
洋
艦
隊
の
軍
艦
三
隻
を
沈
没
さ
せ
て
勝
利
し
た
。
し
か
し
、
も
と
よ
り
の
戦
力
差
か

ら
、
勝
者
で
あ
る
聯
合
艦
隊
も
甚
だ
し
い
損
害
を
被
っ
て
お
り
、
本
隊
旗
艦
の
松
島
を
は
じ

め
と
す
る
数
隻
が
敵
艦
の
砲
撃
に
よ
っ
て
大
破
し
、
多
数
の
死
傷
者
を
抱
え
た
ま
ま
戦
闘
不

能
に
陥
っ
た
。
こ
の
世
界
史
上
初
と
な
る
汽
走
艦
同
士
の
本
格
的
海
戦
に
お
い
て
、
不
沈
の

装
甲
艦
隊
と
し
て
名
高
い
北
洋
艦
隊
を
破
っ
た
と
い
う
報
せ
は
日
本
国
内
を
大
い
に
盛
り
上

げ
た
。
聯
合
艦
隊
の
勇
姿
は
競
っ
て
錦
絵
に
描
か
れ
、
松
島
の
惨
状
も
忠
勇
美
談
の
物
語
と

し
て
民
衆
の
間
に
広
ま
っ
て
い
っ
た
（1）
。
日
清
戦
争
は
近
代
日
本
が
体
験
す
る
初
め
て
の
対

外
戦
争
で
あ
り
、
戦
況
に
対
す
る
国
民
の
関
心
は
高
く
、
文
明
開
化
に
よ
っ
て
人
気
が
低
迷

し
て
い
た
錦
絵
も
日
清
戦
争
を
画
題
に
す
る
こ
と
で
嘗
て
の
盛
況
を
取
り
戻
せ
た
と
い
う
。

本
稿
は
、
木
村
浩
吉
の
『
黄
海
々
戦
ニ
於
ケ
ル
松
島
艦
内
ノ
状
況
』
を
素
材
と
し
、
日
清

戦
争
を
報
道
す
る
画
に
描
か
れ
た
戦
場
の
イ
メ
ー
ジ
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
で
あ
る
。
松
島

で
水
雷
長
を
務
め
て
い
た
木
村
は
、
講
和
条
約
締
結
の
翌
年
、『
黄
海
々
戦
ニ
於
ケ
ル
松
島
艦

内
ノ
状
況
』
と
題
す
る
一
冊
の
本
を
刊
行
し
た
。
こ
の
本
は
木
村
の
実
体
験
を
文
章
と
画
に

起
こ
し
た
も
の
で
、
松
島
が
戦
闘
不
能
に
陥
る
ま
で
の
様
子
を
克
明
に
表
し
て
い
る
。
当
時

の
人
々
は
錦
絵
や
木
版
画
帖
等
、
報
道
を
兼
ね
て
公
に
刊
行
さ
れ
た
戦
争
画
（
以
下
、
戦
争
報
道

画
と
す
る
）
か
ら
戦
場
の
イ
メ
ー
ジ
を
得
て
お
り
、
民
衆
に
と
っ
て
身
近
な
存
在
で
あ
る
錦
絵

は
事
実
と
物
語
の
曖
昧
な
境
界
を
描
き
出
す
こ
と
で
人
々
を
楽
し
ま
せ
た
。
そ
の
た
め
、
そ

こ
に
描
か
れ
た
戦
闘
場
面
は
必
ず
し
も
近
代
戦
争
の
実
像
を
表
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
合

戦
調
の
劇
的
な
演
出
が
施
さ
れ
た
画
も
あ
り
、
勝
報
が
一
種
の
娯
楽
に
な
っ
て
い
た
と
わ
か

る
。
そ
れ
に
対
し
、
木
村
の
画
は
戦
闘
の
様
子
を
誇
張
す
る
こ
と
な
く
描
い
て
い
る
。
注
目

す
べ
き
は
、
命
中
弾
に
よ
っ
て
四
散
し
た
死
傷
者
の
姿
も
描
写
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
木

村
は
、
自
身
が
目
の
当
た
り
に
し
た
光
景
を
記
録
す
る
た
め
に
、
残
酷
さ
を
伏
せ
る
こ
と
な

く
画
に
し
た
。
戦
争
画
に
は
死
と
血
に
対
す
る
表
現
の
問
題
が
常
に
付
き
纏
う
。
特
に
、
自

国
の
兵
士
の
死
に
様
と
な
る
と
、
そ
の
取
り
扱
い
に
は
慎
重
さ
が
求
め
ら
れ
る
。
日
清
戦
争

の
画
に
お
い
て
も
、
直
接
的
な
血
の
表
現
は
避
け
ら
れ
て
い
る
傾
向
に
あ
り
、
一
部
に
残
酷

描
写
が
見
受
け
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
が
、
木
村
の
画
の
よ
う
な
生
々
し
さ
は
な
い
。
他
の
戦

争
報
道
画
に
な
い
血
の
表
現
を
も
っ
て
、
戦
場
の
実
際
を
伝
え
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

日
清
戦
争
を
通
し
て
形
成
さ
れ
た
国
民
意
識
に
つ
い
て
は
原
田
敬
一
の
研
究
が
あ
り
、
当

時
の
錦
絵
の
中
に
武
士
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
が
見
受
け
ら
れ
る
点
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
（2）
。
日
清

戦
争
に
従
軍
し
た
新
聞
記
者
、
画
工
、
写
真
師
に
関
し
て
は
大
谷
正
の
論
文
も
詳
し
い
（3）
。
日

本
の
戦
争
美
術
の
研
究
と
し
て
は
、
丹
尾
安
典
や
河
田
明
久
が
日
清
戦
争
の
画
も
取
り
上
げ

て
い
る
（4）
。
ま
た
、
日
清
戦
争
期
の
錦
絵
は
報
道
メ
デ
ィ
ア
と
し
て
の
観
点
か
ら
論
じ
ら
れ

る
こ
と
が
多
い
が
、
市
村
茉
梨
の
論
文
で
は
錦
絵
を
戦
地
別
に
分
け
、
そ
の
描
写
表
現
の
推

移
を
考
察
す
る
こ
と
で
、
画
面
が
生
み
出
す
戦
場
の
イ
メ
ー
ジ
に
ア
プ
ロ
ー
チ
し
て
い
る
（5）
。

た
だ
、
戦
争
報
道
画
に
関
す
る
先
行
研
究
は
数
あ
る
も
の
の
、
日
清
戦
争
の
表
象
研
究
と
し

て
『
黄
海
々
戦
ニ
於
ケ
ル
松
島
艦
内
ノ
状
況
』
を
取
り
上
げ
た
も
の
は
管
見
の
限
り
見
当
た

ら
な
い
。

本
稿
で
は
、
第
一
章
に
て
『
黄
海
々
戦
ニ
於
ケ
ル
松
島
艦
内
ノ
状
況
』
の
概
要
と
当
時
の

作
品
評
価
を
紹
介
す
る
。
第
二
章
で
は
挿
絵
の
詳
細
を
見
て
い
く
。
さ
ら
に
、
同
時
代
の
他

者
作
品
も
確
認
し
、『
黄
海
々
戦
ニ
於
ケ
ル
松
島
艦
内
ノ
状
況
』
の
特
長
を
明
ら
か
に
す
る
。

そ
の
見
解
を
も
っ
て
、
明
治
期
の
戦
争
報
道
画
を
考
察
す
る
足
掛
り
と
し
た
い
。

一
、『
黄
海
々
戦
ニ
於
ケ
ル
松
島
艦
内
ノ
状
況
』
に
つ
い
て

（
一
）
概
要

『
黄
海
々
戦
ニ
於
ケ
ル
松
島
艦
内
ノ
状
況
』
は
、
明
治
二
十
九
（
一
八
九
六
）
年
二
月
十
六
日

に
内
田
老
鶴
圃
か
ら
刊
行
さ
れ
た
。
本
の
大
き
さ
は
縦
が
三
十
三
・
○
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
横

が
二
十
四
・
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
あ
り
、
挿
絵
の
木
版
画
は
全
て
見
開
き
一
面
で
刷
ら
れ
て

い
る
。
本
の
構
成
は
、
中
表
紙
、
題
辞
、
緒
言
、
本
文
、
跋
文
、
刊
記
と
な
っ
て
お
り
、
本

文
中
の
挿
絵
は
全
部
で
十
八
枚
あ
る
。
海
戦
前
の
画
が
四
枚
、
海
戦
の
画
が
九
枚
（
そ
の
内
、
損

害
状
況
を
表
し
た
画
は
六
枚
）、
海
戦
後
の
画
が
五
枚
と
い
う
配
分
で
あ
る
（
資
料
1
）。

著
者
の
木
村
浩
吉
は
、
文
久
元
（
一
八
六
一
）
年
七
月
二
十
三
日
、
幕
臣
・
木
村
善
毅
（
芥
舟
）

の
二
男
と
し
て
江
戸
に
生
ま
れ
た
。
明
治
七
（
一
八
七
四
）
年
、
海
軍
兵
学
寮
の
予
科
生
と
な
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り
、
明
治
十
五
年
、
海
軍
兵
学
校
（
九
期
）
を
卒
業
し
て
い
る
。
ま
た
、
千
代
田
艦
回
航
委
員

に
選
ば
れ
て
イ
ギ
リ
ス
に
赴
い
た
こ
と
も
あ
る
。
明
治
二
十
七
年
の
日
清
戦
争
で
は
旗
艦
・

松
島
の
水
雷
長
を
務
め
、
そ
の
勲
功
か
ら
二
階
級
上
が
っ
て
大
尉
か
ら
中
佐
に
昇
進
し
た
。
戦

後
は
軍
令
部
出
仕
を
経
た
後
、
海
軍
大
学
選
科
学
生
と
な
り
、
そ
の
ま
ま
同
校
の
教
官
も
務

め
て
い
る
。
し
ば
ら
く
陸
上
で
の
勤
務
が
続
い
た
が
、
明
治
三
十
七
年
の
日
露
戦
争
で
は
日

光
丸
の
艦
長
と
し
て
出
征
し
た
。
そ
の
後
も
海
軍
水
雷
学
校
の
校
長
等
を
歴
任
し
、
大
正
十

一
（
一
九
二
二
）
年
に
退
役
、
昭
和
十
五
（
一
九
四
〇
）
年
一
月
十
四
日
に
没
し
て
い
る
。
最
終
階

級
は
海
軍
少
将
（
明
治
四
十
二
年
進
級
）、
位
階
は
従
四
位
勲
三
等
功
四
級
で
あ
っ
た
。
ち
な
み
に
、

実
弟
の
木
村
駿
吉
は
艦
船
用
無
線
電
信
機
を
開
発
し
、
日
本
海
海
戦
の
勝
利
に
大
き
く
貢
献

し
た
人
物
で
あ
る
（6）
。

明
治
二
十
八
年
十
月
十
二
日
、
木
村
は
黄
海
海
戦
に
従
軍
し
た
記
憶
を
文
章
と
画
に
仕
上

げ
、
個
人
の
書
画
帖
に
纏
め
た
（7）
。
こ
の
書
画
帖
は
絹
製
の
折
本
で
、
木
村
の
文
章
と
画
の

他
に
、
版
本
の
題
辞
や
跋
文
に
使
わ
れ
た
書
画
、
木
村
宛
の
書
簡
、
版
権
登
録
証
が
収
め
ら

れ
て
い
る
（8）
。
木
村
は
、
書
画
帖
に
あ
る
そ
れ
ら
を
編
集
し
、『
黄
海
々
戦
ニ
於
ケ
ル
松
島
艦

内
ノ
状
況
』
と
題
し
て
公
に
刊
行
し
た
（9）
。
刊
行
に
至
る
ま
で
の
経
緯
は
版
本
の
緒
言
で
述

べ
ら
れ
て
い
る
。

余
初
メ
此
冊
子
ヲ
世
ニ
公
ニ
ス
ル
ノ
意
ナ
シ
唯
記
臆
ス
ヘ
キ
海
戰
ニ
於
テ
余
ノ
當
時
親

ラ
見
聞
セ
ル
事
實
ヲ
書
畫
帖
ニ
上
セ
以
テ
家
ニ
傳
ヘ
ン
ト
セ
シ
ニ
友
人
ノ
切
ニ
印
刷
ニ

付
セ
ン
コ
ト
ヲ
勸
ム
ル
モ
ノ
ア
リ
固
ヨ
リ
其
勸
ニ
應
ス
ヘ
キ
價
ナ
キ
ヲ
信
ス
レ
ト
モ
現

今
海
軍
ノ
思
想
未
タ
普
及
セ
サ
ル
時
ニ
屬
ス
レ
ハ
戰
後
ノ
好
機
ニ
投
シ
童
幼
ヲ
シ
テ
海

軍
思
想
ヲ
啓
發
セ
シ
ム
ル
ヲ
緊
要
ト
シ
特
ニ
畫
圖
ノ
數
ヲ
增
加
シ
理
解
ニ
易
ク
記
臆
ニ

便
ナ
ラ
シ
メ
遂
ニ
其
筋
ノ
認
可
ヲ
得
テ
出
版
ス
ル
事
ト
セ
リ
若
シ
此
小
冊
子
ニ
シ
テ
幸

ニ
幾
分
ノ
世
益
ヲ
爲
ス
コ
ト
ヲ
得
ハ
翅
ニ
著
者
ノ
大
ニ
喜
フ
所
ノ
ミ
ナ
ラ
ス
慫
惥
セ
シ

友
人
モ
亦
満
足
ス
ヘ
シ
ト
信
ス

木
村
は
初
め
、
家
に
伝
え
る
目
的
で
書
画
帖
を
纏
め
て
お
り
、
公
に
す
る
予
定
は
な
か
っ

た
と
い
う
。
し
か
し
、
そ
の
文
章
に
続
く
「
友
人
ノ
切
ニ
印
刷
ニ
付
セ
ン
コ
ト
ヲ
勸
ム
ル
モ

ノ
ア
リ
」
と
い
う
言
葉
は
常
套
句
な
の
で
、
実
際
に
当
初
か
ら
刊
行
の
意
思
が
な
か
っ
た
の

か
ど
う
か
は
定
か
で
な
い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
木
村
は
「
戰
後
ノ
好
機
」
に
「
童
幼
ヲ
シ
テ

海
軍
思
想
ヲ
啓
發
」
す
る
た
め
『
黄
海
々
戦
ニ
於
ケ
ル
松
島
艦
内
ノ
状
況
』
の
刊
行
を
決
め

た
。
木
村
の
い
う
「
海
軍
思
想
」
と
は
制
海
権
の
確
保
を
要
と
す
る
国
防
戦
略
の
こ
と
で
あ

ろ
う
。
で
は
、
木
村
が
「
戰
後
ノ
好
機
」
と
判
断
し
た
明
治
二
十
九
年
は
ど
の
よ
う
な
状
況

に
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
当
時
の
世
情
を
知
る
に
は
、
日
清
戦
争
の
終
結
ま
で
や
や
遡
る
必

要
が
あ
る
。

日
清
講
和
条
約
（
下
関
条
約
）
が
調
印
さ
れ
た
の
は
、
明
治
二
十
八
年
四
月
十
七
日
の
こ
と

だ
っ
た
。
清
国
は
朝
鮮
の
独
立
を
認
め
（
干
渉
権
の
放
棄
）、
日
本
に
遼
東
半
島
、
台
湾
、
澎
湖

列
島
を
割
譲
し
、
賠
償
金
二
億
テ
ー
ル
を
支
払
う
こ
と
等
を
承
認
し
た
。
し
か
し
、
ロ
シ
ア
、

ド
イ
ツ
、
フ
ラ
ン
ス
の
三
国
か
ら
干
渉
を
受
け
、
同
年
五
月
四
日
、
日
本
は
遼
東
半
島
の
全

面
放
棄
を
決
定
す
る
。
十
三
日
、
日
清
講
和
条
約
と
そ
の
批
准
・
公
布
文
が
十
日
付
で
『
官

報
』
に
発
表
さ
れ
た
。
こ
の
日
で
日
清
戦
争
は
講
和
と
な
っ
た
が
、
ま
だ
大
本
営
は
解
散
し

て
い
な
い
（10）
。
確
実
に
台
湾
を
受
領
す
る
た
め
、
軍
事
力
に
よ
る
占
領
を
選
ん
だ
た
め
で
あ

る
。
遼
東
半
島
の
還
付
が
発
表
さ
れ
る
と
、
日
本
国
内
は
責
任
論
で
燃
え
上
が
り
、
報
道
媒

体
を
中
心
に
「
臥
薪
嘗
胆
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
が
広
ま
っ
て
い
っ
た
。
干
渉
の
責
任
は
外
交
の

失
敗
に
あ
る
と
し
て
追
及
す
る
者
も
い
た
が
、
結
果
的
に
国
民
に
は
国
力
の
問
題
と
し
て
捉

え
ら
れ
た
（11）
。
そ
し
て
、
干
渉
を
行
っ
た
三
国
の
内
の
ロ
シ
ア
が
日
本
の
仮
想
敵
国
と
し
て

明
確
に
な
る
。

こ
う
し
た
世
情
に
あ
っ
て
、
木
村
は
『
黄
海
々
戦
ニ
於
ケ
ル
松
島
艦
内
ノ
状
況
』
を
刊
行

し
た
の
だ
が
、
そ
の
際
、「
理
解
ニ
易
ク
記
臆
ニ
便
ナ
ラ
シ
メ
」
る
た
め
「
畫
圖
ノ
數
ヲ
增
加

シ
」
た
と
あ
る
。「
記
臆
ニ
便
ナ
ラ
シ
メ
」
と
は
、
黄
海
海
戦
か
ら
す
で
に
一
年
半
ほ
ど
経
っ

て
い
る
こ
と
を
考
慮
し
、
人
々
に
海
戦
の
内
容
を
思
い
出
さ
せ
る
と
い
う
意
味
だ
と
思
わ
れ

る
。
挿
絵
を
多
く
し
た
の
は
、
文
章
に
書
か
れ
た
こ
と
を
解
り
や
す
く
伝
え
る
た
め
だ
け
で

な
く
、
当
時
の
こ
と
を
振
り
返
り
な
が
ら
改
め
て
海
戦
及
び
海
軍
に
つ
い
て
考
え
て
も
ら
い

た
か
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

緒
言
の
後
に
は
「
艦
内
ノ
惨
状
ヲ
示
ス
繪
畫
ハ
漫
然
店
頭
ニ
掲
ケ
ラ
レ
ン
コ
ト
ヲ
恐
レ
版

權
所
有
ノ
權
利
ヲ
以
テ
之
ヲ
禁
ス
幸
ニ
諒
セ
ラ
ル
ヘ
シ
」
と
い
う
囲
い
書
き
が
あ
る
。
木
村

は
、
作
中
の
残
酷
描
写
の
み
に
注
目
が
集
ま
り
、
そ
の
挿
絵
が
一
人
歩
き
す
る
こ
と
を
恐
れ

た
。
も
し
、
挿
絵
だ
け
が
出
回
れ
ば
、
そ
の
画
は
様
々
な
解
釈
に
よ
っ
て
受
け
止
め
ら
れ
る

だ
ろ
う
。
挿
絵
に
は
簡
単
な
説
明
文
が
添
え
ら
れ
て
い
る
が
、
描
か
れ
て
い
る
場
面
の
解
説

で
あ
り
、
木
村
の
持
論
を
展
開
す
る
も
の
で
は
な
い
。
当
時
、
明
確
な
線
引
き
は
な
か
っ
た

も
の
の
、
公
共
良
俗
を
乱
す
と
判
断
さ
れ
た
も
の
に
は
規
制
が
入
っ
た
。
こ
の
囲
い
書
き
が

守
ら
れ
て
い
た
か
ど
う
か
は
わ
か
ら
な
い
が
、『
黄
海
々
戦
ニ
於
ケ
ル
松
島
艦
内
ノ
状
況
』
も

81

研究ノート［日清戦争報道画と血の表現 ― 木村浩吉の黄海海戦記録を中心に ―］齋藤 希

京都芸術大学 紀要「Genesis 27」



世
に
出
て
一
年
後
に
は
発
禁
処
分
と
な
っ
て
い
る
（12）
。

な
お
、『
近
代
戦
争
文
学
事
典
』
に
よ
る
と
『
黄
海
々
戦
ニ
於
ケ
ル
松
島
艦
内
ノ
状
況
』
に

は
異
版
が
確
認
さ
れ
て
い
る
（13）
。
同
じ
刊
記
で
あ
り
な
が
ら
挿
絵
の
枚
数
が
異
な
っ
て
お
り
、

現
在
の
と
こ
ろ
本
稿
に
使
用
し
た
全
十
八
図
の
版
本
以
外
に
、
全
七
図
と
全
十
六
図
の
も
の

が
存
在
す
る
よ
う
だ
。
自
身
で
実
物
を
確
か
め
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
奈
良
県
立
図
書
情

報
館
が
所
蔵
す
る
全
十
八
図
の
版
本
だ
け
だ
が
、
書
画
帖
に
収
め
ら
れ
て
い
る
原
画
の
枚
数

か
ら
判
断
し
て
も
、
全
十
八
図
の
版
本
よ
り
挿
絵
の
掲
載
数
が
上
回
る
も
の
は
存
在
し
な
い

だ
ろ
う
。
な
お
、
異
版
で
も
松
島
の
損
害
状
況
を
表
し
た
六
枚
は
欠
け
て
お
ら
ず
（14）
、
こ
の

点
か
ら
も
挿
絵
の
中
で
重
要
視
さ
れ
て
い
た
画
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
奈
良
県
立

図
書
情
報
館
は
全
十
八
図
の
版
本
を
二
冊
所
蔵
し
て
お
り
、
挿
絵
の
枚
数
は
同
じ
だ
が
、
巻

末
に
新
聞
の
批
評
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
か
否
か
の
違
い
が
あ
っ
た
。
刊
記
は
そ
の
ま
ま
だ
が
、

掲
載
さ
れ
て
い
る
も
の
は
版
を
重
ね
て
の
刊
行
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
挿
絵
に
は
版
権
の
所
有

を
示
す
印
が
押
さ
れ
て
い
る
。

（
二
）
作
品
と
し
て
の
評
価

次
に
、『
黄
海
々
戦
ニ
於
ケ
ル
松
島
艦
内
ノ
状
況
』
が
当
時
ど
の
よ
う
な
評
価
を
受
け
た
の

か
確
認
し
て
い
く
。
ま
ず
は
版
本
の
仕
立
て
か
ら
刊
行
時
の
状
況
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

版
本
の
表
紙
と
裏
表
紙
（
図
1
）
は
、
川
村
清
雄
の
「
黄
海
海
戦
」（
図
2
）
を
木
版
画
に
し

た
も
の
で
、
本
を
広
げ
る
こ
と
に
よ
り
一
枚
の
画
に
な
る
。
川
村
は
由
緒
あ
る
幕
臣
の
家
系

に
生
ま
れ
、
維
新
後
も
徳
川
家
と
の
繋
が
り
が
強
か
っ
た
人
物
で
あ
る
。
同
じ
く
幕
臣
の
家

系
に
生
ま
れ
た
木
村
は
、
弟
の
駿
吉
が
川
村
の
画
業
を
支
援
す
る
等
、
深
い
関
係
に
あ
っ
た
（15）
。

ま
た
、
版
本
の
題
辞
と
跋
文
に
は
六
名
の
人
物
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
書
画
が
使
わ
れ
て
お
り
、
川

村
純
義
の
書
、
徳
川
家
達
の
書
、
伊
東
祐
亨
の
書
、
勝
海
舟
の
書
、
橋
本
雅
邦
の
画
が
題
辞
、

綱
陵
孝
の
書
が
跋
文
と
な
っ
て
い
る
。
海
軍
中
将
で
あ
っ
た
川
村
純
義
と
伊
東
祐
亨
の
書
が

掲
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
こ
の
本
に
対
す
る
海
軍
の
心
象
は
決
し
て
悪
い
も
の
で
は

な
か
っ
た
は
ず
だ
。
し
か
し
、
木
村
の
書
画
帖
を
確
認
す
る
と
、
版
本
に
掲
載
さ
れ
た
二
人

の
他
に
、
樺
山
資
紀
も
書
を
寄
せ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
樺
山
が
搭
乗
し
て
い
た
西
京

丸
の
奮
戦
は
、『
黄
海
々
戦
ニ
於
ケ
ル
松
島
艦
内
ノ
状
況
』
で
も
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
事

情
は
わ
か
ら
な
い
が
、
樺
山
の
書
の
み
が
版
本
に
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
。
な
お
、
雅
邦
の
画

に
は
錨
に
止
ま
る
鷹
の
姿
が
描
か
れ
て
い
る
。
当
時
話
題
と
な
っ
た
「
霊
鷹
」
の
話
に
着
想

を
得
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
話
は
、
黄
海
海
戦
に
際
し
て
高
千
穂
艦
の
マ
ス
ト
に
鷹
が
止

ま
っ
た
と
い
う
内
容
で
、
瑞
祥
と
し
て
絶
賛
さ
れ
た
。

次
に
、
刊
行
後
の
評
判
に
つ
い
て
も
見
て
い
き
た
い
。『
黄
海
々
戦
ニ
於
ケ
ル
松
島
艦
内
ノ

状
況
』
は
、
大
阪
朝
日
新
聞
、
時
事
新
報
、
読
売
新
聞
、
毎
日
新
聞
、『
國
民
之
友
』
の
書
評

欄
で
取
り
上
げ
ら
れ
、
好
評
を
博
し
た
。
各
紙
に
掲
載
さ
れ
た
批
評
の
内
容
を
い
く
つ
か
紹

介
し
て
お
く
。

（
中
略
）
畫
皆
飛
動
し
て
惨
状
人
の
意
表
に
出
で
看
る
も
の
を
し
て
悚
然
膽
為
に
寒
か
ら

し
む
る
に
足
る
も
の
あ
り
、
此
冊
子
一
た
び
出
で
坊
間
に
流
布
せ
る
妄
想
的
戰
爭
畫
は

悉
く
顔
色
な
き
に
至
ら
む
乎
茲
に
喜
で
廣
く
江
湖
に
紹
介
す

（
読
売
新
聞
、
一
八
九
六
年
三
月
十
一
日
）

（
中
略
）
之
を
見
る
も
の
初
め
て
當
時
の
實
状
を
知
り
、
感
奮
我
れ
と
我
か
海
軍
志
想
の

啓
發
を
促
す
べ
き
な
り

（
毎
日
新
聞
、
一
八
九
六
年
三
月
十
四
日
）

是
れ
海
軍
大
尉
木
村
浩
吉
君
の
著
也
、
出
版
後
直
に
一
冊
を
余
に
寄
贈
せ
ら
る
、
微
恙

連
旬
、
默
し
て
今
日
に
到
る
、
深
く
遺
憾
と
す
。
始
め
君
が
日
淸
海
戰
に
關
し
筆
を
採

ら
る
ゝ
を
聞
き
、
望
む
處
頗
る
渥
か
り
し
也
。
學
殖
君
が
如
き
、
實
歴
君
が
如
き
、
必

ず
や
今
回
海
戰
に
對
し
日
本
海
軍
将
校
と
し
て
戰
畧
上
戰
術
上
觀
察
せ
し
處
を
闡
明
し
、

彼
我
の
功
過
、
得
失
、
勝
敗
の
原
由
を
指
摘
せ
ら
る
ゝ
な
ら
む
と
。
而
し
て
今
や
單
に
、

図 2　川村清雄「黄海海戦」
（木村浩吉資料、横浜開港資料館蔵）

図 1　表紙・裏表紙（奈良県立図書情報館蔵）
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『
唯
記
臆
す
べ
き
海
戰
に
於
て
余
の
當
時
親
ら
見
聞
せ
る
事
實
を
書
畫
帖
に
上
せ
家
に
傳

へ
ん
と
せ
し
に
友
人
の
勸
に
依
り
…
童
幼
を
し
て
海
軍
思
想
を
啓
發
せ
し
む
る
を
緊
要

と
し
』
公
に
せ
ら
れ
た
り
。
是
れ
鶏
を
裂
く
に
牛
刀
を
以
て
せ
し
も
の
、
世
の
爲
に
惜

ま
ざ
る
を
得
ん
乎
。
叙
事
家
と
し
て
強
記
、
快
筆
、
同
情
の
三
點
に
於
て
著
者
は
上
乗

の
地
に
居
る
も
の
也
、
而
し
て
海
戰
を
視
察
す
る
に
至
適
の
旗
艦
に
在
り
、
軍
職
に
在

り
し
也
。
著
者
は
形
而
下
の
戰
況
を
精
寫
す
る
と
同
時
に
形
而
上
的
の
觀
察
眼
を
有
せ

り
。『
下
士
卒
の
勇
敢
壯
烈
な
る
擧
動
は
、
何
れ
も
意
想
外
に
出
で
、
余
輩
を
し
て
當
初

部
下
を
見
る
に
明
な
き
を
愧
赧
せ
し
め
た
り
。』
言
簡
意
長
、
優
に
當
年
の
眞
相
を
相
見

す
へ
き
也
、
敵
彈
中
央
水
雷
室
を
荒
し
部
下
多
く
惨
死
を
遂
ぐ
る
の
際
、
著
書
（
マ
マ
）

の
胸
底
に
來
往
せ
し
感
想
を
記
し
て
曰
く
。『
余
は
兩
囘
有
爲
な
る
部
下
を
失
ふ
も
一
點

の
涙
を
眼
中
に
浮
か
べ
ざ
り
し
、
何
と
な
れ
ば
當
時
に
於
る
生
死
の
差
は
、
今
日
考
ふ

る
如
き
距
離
あ
ら
ず
遅
速
の
差
の
み
と
思
ひ
た
れ
ば
也
』
と
。
何
等
の
嚴
粛
な
る
感
想

ぞ
や
、
死
生
の
環
に
起
ち
從
容
迫
ら
ず
職
分
の
爲
に
殉
ぜ
ん
と
す
る
の
精
神
を
描
き
て

餘
薀
あ
る
な
し
。
巻
末
に
到
り
、
制
海
權
の
握
否
は
、
交
戰
國
存
亡
の
岐
る
ゝ
處
た
る

所
以
を
説
き
、
海
面
を
制
す
る
は
實
利
的
勝
利
た
る
こ
と
縷
陳
し
、
最
後
に
、『
我
國
民

た
る
も
の
宜
し
く
世
界
の
大
勢
を
達
觀
し
、
海
上
權
力
の
弛
張
は
實
に
國
家
の
盛
衰
消

長
に
最
も
大
な
る
關
係
あ
る
を
察
し
、
一
時
の
海
軍
擴
張
に
滿
足
せ
す
、
朝
野
心
を
協

せ
て
、
海
軍
の
擴
張
を
計
り
、
遂
に
帝
國
を
し
て
大
海
軍
力
を
有
せ
し
め
、
四
周
の
海

上
權
を
掌
握
し
、
優
に
國
權
國
利
を
維
持
し
、
而
し
て
機
に
臨
み
て
は
三
國
の
教
ゆ
る

所
を
試
み
得
る
の
餘
力
あ
ら
し
む
べ
き
な
り
』
と
。
是
れ
著
者
の
持
論
に
し
て
、
海
國

新
興
の
道
亦
他
岐
あ
ら
む
や
。

（『
國
民
之
友
』
第
二
九
〇
號
、
民
友
社
、
一
八
九
六
年
四
月
四
日
、
三
一-

三
二
頁
）

『
國
民
之
友
』
の
批
評
は
、
木
村
の
文
才
を
賞
賛
し
た
上
で
、
本
の
内
容
が
松
島
の
出
来
事

に
絞
ら
れ
た
こ
と
を
惜
し
ん
で
い
る
。
海
戦
の
全
貌
を
取
り
上
げ
て
ほ
し
か
っ
た
と
い
う
こ

と
で
あ
ろ
う
。
下
士
卒
の
勇
敢
さ
が
描
写
さ
れ
た
箇
所
や
、
制
海
権
の
重
要
性
を
説
い
た
木

村
の
論
説
に
つ
い
て
、
そ
の
内
容
を
評
価
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
当
時
、
す
で
に
ロ
シ

ア
と
の
交
戦
が
予
感
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
踏
ま
え
れ
ば
、
木
村
の
作
品
が
人
々
の
関
心
を
惹

い
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

前
節
で
も
触
れ
た
が
、『
黄
海
々
戦
ニ
於
ケ
ル
松
島
艦
内
ノ
状
況
』
は
刊
行
か
ら
一
年
後
に

発
禁
処
分
を
受
け
て
い
る
。
そ
の
理
由
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
挿
絵
の
残
酷
描
写
が
問
題
に

さ
れ
た
と
す
る
の
が
妥
当
で
あ
る
。
当
初
は
木
村
の
意
図
が
正
し
く
理
解
さ
れ
て
い
た
が
、
結

果
的
に
、
挿
絵
の
話
題
性
が
一
人
歩
き
す
る
事
態
と
な
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
た
だ
、
発

禁
処
分
は
受
け
た
も
の
の
、
黄
海
海
戦
の
実
見
録
と
し
て
木
村
の
文
章
と
挿
絵
は
重
宝
さ
れ

た
。
明
治
四
十
一
（
一
九
〇
八
）
年
、
遠
洋
航
海
の
途
中
、
松
島
は
寄
港
し
た
台
湾
の
馬
公
で

沈
没
し
て
し
ま
う
。
海
軍
兵
学
校
（
三
十
五
期
）
を
卒
業
し
た
少
尉
候
補
生
を
乗
せ
て
の
航
海

だ
っ
た
が
、
こ
の
事
故
で
乗
組
員
の
過
半
数
が
殉
職
し
、
慰
霊
碑
が
馬
公
と
佐
世
保
に
建
立

さ
れ
た
。『
軍
艦
松
嶋
之
紀
念
』
は
除
籍
さ
れ
た
松
島
の
艦
歴
を
讃
え
る
記
念
冊
子
だ
が
、
黄

海
海
戦
の
部
分
に
は
木
村
の
文
章
が
引
用
さ
れ
て
い
る
（16）
。
ま
た
、
小
笠
原
長
生
が
『
大
海

戰
秘
史　

黄
海
海
戰
篇
』
で
、
木
村
本
人
か
ら
『
黄
海
々
戦
ニ
於
ケ
ル
松
島
艦
内
ノ
状
況
』

を
執
筆
の
参
考
に
贈
ら
れ
た
と
記
し
て
お
り
、
海
戦
の
場
面
で
引
用
し
て
い
る
（17）
。『
大
海
戰

秘
史　

黄
海
海
戰
篇
』
は
昭
和
四
（
一
九
二
九
）
年
の
刊
行
だ
が
、
同
年
、
太
田
喜
二
郎
も
自

身
の
著
書
の
中
で
『
黄
海
々
戦
ニ
於
ケ
ル
松
島
艦
内
ノ
状
況
』
の
挿
絵
を
取
り
上
げ
て
い
る
（18）
。

太
田
は
、
明
治
神
宮
の
聖
徳
絵
画
館
に
奉
納
さ
れ
た
「
日
清
役
黄
海
海
戦
」
の
作
者
で
あ
る
。

発
禁
後
も
『
黄
海
々
戦
ニ
於
ケ
ル
松
島
艦
内
ノ
状
況
』
が
黄
海
海
戦
の
資
料
と
し
て
扱
わ
れ

た
背
景
に
は
、
作
者
で
あ
る
木
村
が
海
戦
の
当
事
者
で
あ
っ
た
こ
と
が
少
な
か
ら
ず
影
響
し

て
い
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
木
村
の
文
章
と
挿
絵
は
刊
行
当
時
か
ら
事
実
を
活
写
し

た
点
で
高
評
価
を
得
て
お
り
、『
黄
海
々
戦
ニ
於
ケ
ル
松
島
艦
内
ノ
状
況
』
は
海
戦
の
実
録
と

し
て
、
具
体
的
な
戦
争
の
イ
メ
ー
ジ
を
人
々
に
与
え
た
の
で
あ
る
。

二
、『
黄
海
々
戦
ニ
於
ケ
ル
松
島
艦
内
ノ
状
況
』
と
血
の
表
現

（
一
）
挿
絵

『
黄
海
々
戦
ニ
於
ケ
ル
松
島
艦
内
ノ
状
況
』
の
本
文
は
、
海
戦
当
日
で
あ
る
明
治
二
十
七

（
一
八
九
四
）
年
九
月
十
七
日
の
朝
方
、
黄
海
の
穏
や
か
な
情
景
描
写
か
ら
始
ま
る
。
本
来
な
ら

ば
文
章
と
挿
絵
の
内
容
を
照
ら
し
合
わ
せ
な
が
ら
分
析
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
が
、
文
字
数

の
関
係
上
、
本
稿
で
は
十
八
枚
の
挿
絵
（
第
一
図
〜
第
十
八
図
）
を
中
心
に
紹
介
し
た
い
。

挿
絵
の
第
一
図
に
は
、
甲
板
か
ら
月
を
見
て
祈
る
二
人
の
水
兵
と
、
彼
ら
の
姿
を
見
て
涙

す
る
人
物
が
描
か
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
セ
ー
ラ
ー
服
を
着
用
し
て
い
る
た
め
、
こ
の
三
人

は
下
士
卒
の
位
に
あ
る
者
た
ち
で
あ
る
。
ま
た
、
涙
す
る
人
物
は
サ
ー
ベ
ル
を
帯
び
て
お
り
、

照
明
を
手
に
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
甲
板
を
見
回
り
に
来
た
警
吏
（
艦
上
警
備
担
当
者
）
だ
と

わ
か
る
。
説
明
文
に
は
「
海
戦
ノ
前
夜
水
兵
國
家
ノ
為
メ
戦
捷
ヲ
禱
ル
側
ニ
聴
ク
者
ヲ
シ
テ

其
誠
忠
ニ
感
セ
シ
ム
」
と
あ
る
。「
海
戦
前
夜
」
の
十
六
日
は
、
夕
刻
か
ら
風
が
段
々
と
強
く
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な
り
、
小
雨
が
降
る
中
、
稲
妻
が
閃
く
と
い
う
不
穏
な
空
模
様
だ
っ
た
（19）
。
挿
絵
に
も
月
の

ま
わ
り
に
暗
澹
た
る
叢
雲
が
描
か
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
一
方
で
は
満
天
の
星
が
あ
り
、
す

で
に
雨
は
止
ん
で
い
る
よ
う
だ
。
画
面
の
陰
影
表
現
は
同
時
代
に
活
躍
し
た
小
林
清
親
の
光

線
画
を
連
想
さ
せ
る
。
水
兵
が
「
國
家
ノ
為
」
に
祈
る
「
戦
捷
」
と
は
、
日
清
戦
争
に
お
け

る
日
本
の
勝
利
、
し
い
て
は
北
洋
艦
隊
と
戦
っ
て
の
勝
利
を
指
し
て
い
る
。
こ
の
画
に
描
か

れ
て
い
る
の
は
、
北
洋
艦
隊
を
見
つ
け
ら
れ
ず
に
い
た
海
戦
前
夜
に
、
二
人
の
水
兵
が
雨
雲

か
ら
顔
を
出
し
た
月
に
幸
先
を
見
て
、
戦
果
を
祈
っ
て
い
る
様
子
で
あ
る
。
木
村
は
下
士
官

以
下
の
水
兵
た
ち
も
ま
た
北
洋
艦
隊
と
の
交
戦
を
希
っ
て
い
た
と
伝
え
た
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。

挿
絵
の
第
二
図
に
は
、
士
官
公
室
の
様
子
が
描
か
れ
て
お
り
、
説
明
文
に
は
「
天
際
ニ
煤

烟
ノ
叢
騰
ス
ル
ヲ
見
テ
敵
國
ノ
艦
隊
若
ク
ハ
運
送
舩
隊
ト
ナ
シ
士
官
室
内
祝
盃
ヲ
舉
ケ
テ
會

遇
ヲ
喜
フ
」
と
あ
る
。
画
面
に
あ
る
時
計
の
針
は
十
時
三
十
分
に
達
し
て
お
ら
ず
、
第
一
遊

撃
隊
の
旗
艦
・
吉
野
か
ら
「
煤
烟
」
発
見
の
報
告
が
入
っ
た
直
後
の
様
子
と
い
う
こ
と
に
な

る
。
士
官
公
室
の
テ
ー
ブ
ル
を
囲
む
士
官
た
ち
の
雰
囲
気
は
和
や
か
で
、
左
側
に
い
る
人
々

は
酒
を
交
わ
し
な
が
ら
談
笑
し
、
右
側
に
い
る
人
々
は
囲
碁
に
興
じ
て
い
る
（
本
文
の
内
容
か
ら
、

対
局
し
て
い
る
両
者
の
う
ち
、
背
が
描
か
れ
て
い
る
方
が
木
村
で
あ
る
。
正
面
を
向
い
て
い
る
方
は
腕
章
の
線
が
一
本

し
か
な
く
、
大
尉
で
あ
る
木
村
で
あ
れ
ば
線
が
二
本
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
）。
な
お
、
第
二
図
に
は
書
画
帖
の

原
画
と
異
な
る
箇
所
が
あ
る
。
原
画
で
は
時
計
の
横
に
肖
像
画
が
掛
け
ら
れ
て
い
る
が
、
版

本
の
挿
絵
で
は
松
の
絵
に
差
し
替
え
ら
れ
て
い
る
。
額
の
半
分
ま
で
し
か
描
か
れ
て
い
な
い

た
め
、
肖
像
画
の
全
体
像
は
わ
か
ら
な
い
。
し
か
し
、
そ
の
軍
服
姿
は
明
治
天
皇
の
御
真
影

を
想
像
さ
せ
る
。
御
真
影
は
明
治
五
年
頃
か
ら
軍
艦
に
も
下
賜
さ
れ
て
い
た
（20）
。
版
本
で
松

の
絵
に
差
し
替
え
、
原
画
で
も
全
体
像
を
描
か
な
か
っ
た
理
由
と
し
て
は
、
や
は
り
背
景
と

し
て
描
く
こ
と
に
憚
り
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

挿
絵
の
第
三
図
に
は
、
黄
海
の
水
平
線
を
遠
景
と
し
た
松
島
の
艦
体
が
描
か
れ
て
お
り
、
説

明
文
に
は
「
敵
艦
及
水
雷
艇
見
ユ
ト
ノ
遠
距
離
信
號
ハ
各
艦
歓
聲
ノ
中
ニ
掲
揚
セ
ラ
ル
」
と

あ
る
。
吉
野
が
掲
げ
た
遠
距
離
信
号
は
僚
艦
の
歓
声
と
と
も
に
迎
え
ら
れ
た
と
い
う
意
味
だ

が
、
画
面
に
あ
る
軍
艦
は
吉
野
で
は
な
い
。
そ
れ
と
い
う
の
も
、
こ
の
軍
艦
の
艦
橋
に
は
二

人
の
士
官
が
描
か
れ
て
お
り
、
そ
の
内
の
一
人
が
望
遠
鏡
を
覗
い
て
い
る
。
本
文
を
踏
ま
え

る
に
、
こ
の
人
物
は
木
村
で
あ
ろ
う
。
木
村
の
視
線
の
先
に
は
、
敵
艦
か
ら
昇
る
五
縷
の
煤

煙
も
描
か
れ
て
い
る
。
大
檣
に
翻
る
三
枚
の
旗
は
、
檣
頭
か
ら
順
に
、
中
将
旗
、
信
号
旗
、
軍

艦
旗
で
あ
る
。
中
将
旗
は
、
中
将
の
位
に
あ
る
司
令
官
が
搭
乗
し
た
際
に
掲
げ
ら
れ
、
そ
の

軍
艦
が
旗
艦
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
（21）
。
次
に
あ
る
信
号
旗
は
、
旗
旒
信
号
の
「
Ｎ
」
を

表
し
て
い
る
（22）
。
し
か
し
、
旗
の
下
に
遠
距
離
信
号
の
赤
い
球
体
が
あ
る
た
め
（23）
、
合
わ
せ
て

解
釈
す
る
と
「
見
ゆ
る
船
の
名
は
如
何
」
と
な
る
（24）
。
お
そ
ら
く
、
第
一
遊
撃
隊
の
報
告
に

答
え
た
も
の
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、
斜
桁
に
あ
る
軍
艦
旗
は
海
軍
に
所
属
す
る
艦
船
で
あ
る
こ

と
を
示
す
も
の
で
、
戦
闘
状
態
と
な
れ
ば
戦
闘
旗
と
し
て
檣
頭
に
も
掲
げ
ら
れ
た
。

挿
絵
の
第
四
図
に
は
、
甲
板
上
で
喜
び
勇
む
下
士
卒
た
ち
の
様
子
が
描
か
れ
て
お
り
、
説

明
文
に
は
「
敵
艦
隊
見
ユ
ノ
信
号
ハ
忠
勇
ナ
ル
下
士
卒
ヲ
シ
テ
覚
へ
ズ
快
哉
ヲ
呼
ハ
シ
ム
」

と
あ
る
。
画
面
手
前
の
二
人
は
腕
っ
節
の
強
さ
を
語
ら
い
で
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
そ
の
奥
に

は
、
胡
坐
座
を
掻
い
て
煙
草
を
燻
ら
せ
る
者
た
ち
が
い
る
。
側
に
あ
る
小
さ
な
箱
は
煙
草
盆

で
あ
ろ
う
。
二
つ
あ
る
内
の
一
つ
は
、
傍
ら
で
取
っ
組
み
合
っ
て
い
る
二
人
に
よ
っ
て
引
っ

く
り
返
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
様
子
を
周
り
も
楽
し
そ
う
に
眺
め
て
お
り
、
下
士
卒
た
ち
の
賑

や
か
な
会
話
が
聞
こ
え
て
く
る
よ
う
な
画
で
あ
る
。
ま
た
、
画
面
左
端
に
は
乗
員
の
食
糧
と

な
る
牛
も
描
か
れ
て
い
る
。

挿
絵
の
第
五
図
は
、
両
艦
隊
の
布
陣
図
と
な
っ
て
い
る
。
説
明
文
に
は
「
我
聯
合
艦
隊
敵

弾
雨
下
ノ
間
ニ
立
ツ
モ
未
タ
有
効
距
離
ニ
達
セ
ス
ト
ナ
シ
應
セ
ス
急
進
敵
ノ
右
翼
ニ
突
進
ス
」

と
あ
り
、
画
面
上
に
は
敵
艦
隊
右
翼
へ
と
向
か
う
聯
合
艦
隊
の
姿
が
縦
隊
を
横
か
ら
見
た
形

で
描
か
れ
て
い
る
。
そ
の
周
り
に
は
多
数
の
水
柱
が
立
っ
て
お
り
、
す
で
に
敵
艦
隊
の
砲
撃

が
始
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
画
面
右
の
北
洋
艦
隊
は
、
凸
型
に
並
ぶ
十
隻
が
本
隊
、
そ

の
下
に
描
か
れ
て
い
る
四
隻
が
別
働
隊
で
あ
る
。
こ
の
画
は
全
体
を
俯
瞰
す
る
よ
う
な
構
図

と
な
っ
て
お
り
、
画
面
左
下
に
は
戦
地
を
示
す
地
図
も
あ
る
。
海
戦
の
様
子
を
把
握
し
や
す

く
す
る
た
め
の
配
慮
で
あ
ろ
う
。
た
だ
、
北
洋
艦
隊
の
配
置
に
つ
い
て
は
正
確
で
な
い
。
画

面
の
聯
合
艦
隊
は
艦
首
を
右
に
向
け
て
並
ん
で
い
る
た
め
、
大
ま
か
に
言
え
ば
、
画
面
左
下

か
ら
右
上
に
向
か
っ
て
進
航
し
て
き
た
こ
と
に
な
る
。
両
艦
隊
が
接
近
す
る
前
、
聯
合
艦
隊

の
右
舷
側
に
北
洋
艦
隊
の
本
隊
十
隻
、
左
舷
側
に
別
働
隊
四
隻
が
見
え
て
い
た
。
こ
の
画
の

配
置
で
あ
れ
ば
、
北
洋
艦
隊
の
別
働
隊
は
右
舷
側
に
位
置
し
て
い
た
こ
と
に
な
り
、
本
来
の

配
置
と
は
逆
に
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
画
の
主
役
は
、
単
縦
陣
を
取
る
聯
合
艦
隊
と

後
翼
単
梯
陣
を
取
る
北
洋
艦
隊
の
本
隊
で
あ
る
。
こ
の
二
つ
の
陣
形
は
、
艦
隊
の
勢
力
と
戦

術
を
含
蓄
し
て
お
り
、
近
代
的
な
海
戦
を
象
徴
す
る
も
の
で
も
あ
っ
た
（25）
。

挿
絵
の
第
六
図
（
図
3
）
に
は
、
敵
弾
に
よ
っ
て
全
壊
し
た
七
番
軽
砲
と
付
近
の
惨
状
が
描

か
れ
て
お
り
、
説
明
文
に
は
「
十
二
珊
ノ
敵
弾
来
ツ
テ
七
番
軽
砲
砲
座
ニ
命
中
シ
砲
身
砲
楯

ヲ
拂
フ
」
と
あ
る
。
一
人
は
下
半
身
を
失
い
、
一
人
は
血
溜
り
を
作
っ
て
倒
れ
て
い
る
。
画

面
右
端
の
人
物
は
信
号
旗
を
握
っ
て
い
る
た
め
、
爆
発
に
巻
き
込
ま
れ
た
信
号
兵
で
あ
ろ
う
。
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片
足
が
も
げ
た
苦
痛
に
耐
え
る
か
の
よ
う
に
両
手
で
身
体
を
支
え
て
い
る
。
な
お
、
書
画
帖

の
原
画
だ
と
足
は
も
げ
て
お
ら
ず
、
吹
き
飛
ば
さ
れ
た
足
首
は
他
者
の
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
図
に
お
い
て
は
、
木
村
が
作
画
の
参
考
に
し
た
と
思
わ
れ
る
写
真
の
存
在
を
確
認
で
き

た
（
図
4
）。
該
当
の
写
真
は
、『
廿
七
八
年
海
戦
史
』
に
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
砲
楯
が
逆
向
き

に
外
れ
落
ち
て
い
る
こ
と
を
除
け
ば
、
床
に
散
ら
ば
る
砲
台
の
部
品
も
画
面
の
配
置
と
ほ
ぼ

一
致
し
て
い
る
。
木
村
は
、『
廿
七
八
年
海
戦
史
』
に
掲
載
さ
れ
た
も
の
と
同
じ
写
真
を
何
枚

か
所
有
し
て
い
た
（26）
。
そ
の
た
め
、
こ
の
写
真
が
木
村
の
手
元
に
あ
っ
た
可
能
性
も
少
な
く

は
な
い
。
ま
た
、
木
村
の
立
場
を
考
慮
す
れ
ば
、
日
清
戦
争
の
記
録
写
真
を
見
る
機
会
は
幾

度
と
な
く
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
、『
廿
七
八
年
海
戦
史
』
に
よ
る
と
、
こ
の
写
真

は
「
黄
海
海
戰
ノ
際
敵
彈
ニ
破
壞
セ
ラ
レ
タ
ル
西
京
丸
ノ
甲
板
上
」
を
記
録
し
た
も
の
で
あ

る
。
松
島
の
損
害
状
況
を
記
録
し
た
も
の
で
は
な
い
が
、
木
村
の
記
憶
を
手
繰
る
に
は
充
分

な
資
料
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
斃
れ
た
兵
士
の
姿
は
木
村
の
記
憶
か
ら
描
き
出
さ
れ
た
も

の
で
、
写
真
に
残
せ
な
か
っ
た
戦
闘
の
記
録
で
あ
る
。
ま
た
、
写
真
を
参
考
に
し
て
軍
艦
の

詳
細
を
表
す
こ
と
で
画
面
に
迫
真
性
を
持
た
せ
よ
う
と
す
る
意
図
も
あ
っ
た
だ
ろ
う
。

挿
絵
の
第
七
図
に
は
、
炎
上
す
る
揚
威
と
超
勇
が
描
か
れ
て
お
り
、
説
明
文
に
は
「
比
叡

赤
城
西
京
丸
敵
艦
隊
ノ
中
ニ
奮
戦
ス
本
隊
遊
擊
隊
相
待
ツ
テ
敵
艦
隊
ヲ
夾
擊
ス
敵
艦
超
勇
沈

没
又
揚
威
ハ
沈
没
ノ
避
ク
可
ラ
サ
ル
ヲ
知
リ
陸
岸
ニ
向
ツ
テ
遁
走
ス
」
と
あ
る
。
こ
の
画
に

描
か
れ
た
場
面
は
、『
廿
七
八
年
海
戦
史
』
に
収
載
さ
れ
る
「
本
隊
戰
鬪
航
跡
圖
」
の
「
第
参

圖
」
か
ら
「
第
四
圖
」
の
状
況
に
当
る
。

挿
絵
の
第
八
図
（
図
5
）
に
は
、
中
央
水
雷
室
の
惨
状
が
描
か
れ
て
い
る
。
説
明
文
に
は

「
平
遠
ノ
廿
六
珊
弾
我
中
央
水
雷
室
ヲ
修
羅
場
ニ
化
セ
シ
ム
」
と
あ
る
。
壁
に
開
い
た
穴
か
ら

は
炎
が
立
ち
上
り
、
切
断
さ
れ
た
電
纜
は
機
械
ご
と
垂
れ
下
が
っ
て
い
る
。
画
面
右
端
に
は

中
央
発
射
管
員
を
指
揮
し
て
い
た
井
手
篤
行
少
尉
が
描
か
れ
て
お
り
、
そ
の
周
り
に
は
発
射

管
員
四
名
が
無
惨
な
姿
と
な
っ
て
斃
れ
て
い
る
。
大
田
直
熊
二
等
兵
曹
の
報
告
書
（27）
に
は
、
武

内
道
治
一
等
水
兵
、
河
野
三
代
吉
一
等
水
兵
、
北
村
常
吉
二
等
水
兵
、
德
永
虎
一
四
等
水
兵

が
死
傷
し
た
と
あ
り
、
そ
の
記
述
と
照
ら
し
合
わ
せ
る
こ
と
で
、
両
足
を
失
い
這
い
つ
く
ば

る
人
物
が
北
村
常
吉
、
破
れ
た
腹
か
ら
腸
を
露
出
し
て
い
る
人
物
が
河
野
三
代
吉
、
片
腕
が

引
き
千
切
れ
爪
先
か
ら
血
を
流
す
人
物
が
武
内
道
治
だ
と
わ
か
る
。
武
内
は
重
傷
を
負
っ
た

も
の
の
、
自
ら
の
足
で
治
療
所
へ
と
向
か
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
三
十
分
後
、
治
療
所
内
で

別
弾
の
爆
発
に
巻
き
込
ま
れ
て
死
亡
し
た
。
ま
た
、
砲
弾
に
頭
部
を
撃
破
さ
れ
た
德
永
虎
一

は
衣
服
だ
け
を
残
し
て
肉
片
と
化
し
た
。
画
面
左
端
に
あ
る
発
射
管
の
側
に
は
血
ま
み
れ
の

事
業
服
が
描
か
れ
て
い
る
。
大
田
の
報
告
に
よ
れ
ば
、
天
井
や
壁
に
附
着
し
た
血
肉
の
多
く

が
德
永
の
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
。
挿
絵
の
画
面
に
も
べ
っ
た
り
と
し
た
血
痕
が
あ
ち
ら
こ

ち
ら
に
飛
び
散
っ
て
い
る
。
こ
の
場
面
を
描
き
出
す
た
め
に
、
木
村
は
大
田
の
報
告
書
も
参

考
に
し
た
可
能
性
は
あ
る
だ
ろ
う
。

挿
絵
の
第
九
図
に
は
、
北
洋
艦
隊
が
離
散
す
る
場
面
が
描
か
れ
て
お
り
、
説
明
文
に
は
、

「
本
隊
ハ
孤
立
シ
タ
ル
定
遠
鎮
遠
ヲ
窘
シ
メ
遊
擊
隊
ハ
敗
艦
ヲ
追
擊
シ
後
経
遠
ヲ
擊
沈
セ
シ
ム

致
遠
ハ
遂
ニ
右
舷
ニ
轉
覆
シ
海
中
ニ
没
ス
」
と
あ
る
。
こ
の
画
に
描
か
れ
た
場
面
は
、『
廿
七

八
年
海
戦
史
』
に
収
載
さ
れ
る
「
本
隊
戰
鬪
航
跡
圖
」
の
「
第
五
圖
」
か
ら
「
第
六
圖
」
の

状
況
に
当
る
。

挿
絵
の
第
十
図
（
図
6
）
に
は
、
下
甲
板
左
舷
側
の
損
害
状
況
が
描
か
れ
て
い
る
。
こ
の
時
、

鎮
遠
の
主
砲
か
ら
発
射
さ
れ
た
二
発
の
三
〇
・
五
サ
ン
チ
砲
弾
が
松
島
の
左
舷
下
甲
板
に
命

中
し
て
お
り
、
一
弾
は
四
番
砲
台
（
副
砲
）
の
砲
身
に
当
た
っ
て
上
方
に
軌
道
を
転
じ
、
上
甲

板
を
破
っ
て
不
発
の
ま
ま
右
舷
側
に
飛
び
去
っ
て
い
っ
た
。
も
う
一
弾
は
四
番
砲
台
の
砲
楯

に
当
た
っ
て
破
裂
し
た
た
め
、
附
近
に
堆
積
さ
れ
て
い
た
装
薬
を
巻
き
込
ん
で
大
爆
発
を
起

こ
し
た
。
説
明
文
に
は
「
鎮
遠
ノ
三
十
珊
弾
大
ニ
我
下
甲
板
左
舷
砲
臺
ヲ
損
害
ス
」
と
あ
り
、

屈
曲
し
た
砲
身
が
画
面
中
央
に
横
た
わ
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
砲
台
の
う
ち
、
原
形
を
留
め

て
い
る
方
が
二
番
砲
台
、
破
壊
さ
れ
て
い
る
方
が
四
番
砲
台
で
あ
る
（28）
。
周
囲
は
煤
け
て
薄

図 4　海軍軍令部編『廿七八年海戦史』上巻

図 3　第六図（版本、奈良県立図書情報館蔵）
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暗
く
、
天
井
は
波
を
打
つ
よ
う
に
変
形
し
て
い
る
。
舷
側
板
に
巨
孔
が
開
い
て
い
る
た
め
、
火

煙
は
横
へ
と
流
れ
て
い
る
。
ま
た
、
砲
台
の
残
骸
に
混
じ
っ
て
、
床
に
は
兵
士
の
五
体
が
散

乱
し
て
お
り
、
爆
死
の
無
惨
さ
を
隠
さ
な
い
。
画
面
手
前
に
長
剣
が
落
ち
て
い
る
が
、
お
そ

ら
く
下
甲
板
砲
台
を
指
揮
し
て
い
た
志
摩
清
直
大
尉
か
伊
東
滿
嘉
記
少
尉
の
も
の
で
あ
ろ
う
（29）
。

原
画
と
版
本
で
は
遺
体
の
様
子
に
多
少
の
違
い
が
あ
る
。
多
く
は
手
足
の
有
無
な
ど
の
細
か

い
点
で
あ
る
が
、
そ
の
中
で
も
特
に
目
に
付
い
た
と
こ
ろ
を
挙
げ
て
お
く
。
版
本
で
は
画
面

の
中
心
に
向
か
う
ほ
ど
煙
で
暗
く
な
っ
て
お
り
、
砲
台
よ
り
手
前
に
位
置
す
る
遺
体
を
照
ら

し
出
す
よ
う
な
表
現
と
な
っ
て
い
る
。
一
方
、
原
画
は
版
本
ほ
ど
薄
暗
い
印
象
に
な
い
。
瓦

礫
か
ら
上
る
黒
煙
に
よ
っ
て
周
囲
の
煤
け
た
様
子
を
表
現
し
て
い
る
が
、
砲
台
の
残
骸
や
兵

士
の
遺
体
は
等
し
く
露
に
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
遺
体
の
肌
は
黒
っ
ぽ
く
変
色
し
て
お
り
、
爆

発
の
熱
で
焼
け
焦
げ
て
し
ま
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
原
画
で
は
長
剣
の
側
に
切
断
さ

れ
た
頭
部
が
二
つ
転
が
っ
て
い
る
が
、
こ
の
二
つ
の
頭
部
は
版
本
の
画
に
な
い
。

挿
絵
の
第
十
一
図
（
図
7
）
に
は
、
煙
に
包
ま
れ
た
下
甲
板
右
舷
側
の
損
害
状
況
が
描
か
れ

て
い
る
。
説
明
文
に
は
、「
鎮
遠
ノ
三
十
珊
弾
大
ニ
我
下
甲
板
右
舷
砲
臺
ヲ
損
害
ス
」
と
あ
り
、

瓦
礫
の
後
ろ
か
ら
覗
く
構
図
で
右
舷
砲
台
を
捉
え
て
い
る
。
爆
発
の
激
し
さ
を
物
語
る
よ
う

に
、
天
井
は
大
き
く
歪
み
、
鉄
梁
も
屈
曲
し
て
落
下
し
て
い
る
。
画
面
左
奥
に
は
左
舷
砲
台
、

画
面
右
に
は
敵
弾
が
床
を
抉
っ
た
痕
が
見
え
る
。
湧
き
上
が
る
黒
煙
は
右
に
向
か
っ
て
濃
く

な
っ
て
お
り
、
画
面
外
に
隠
れ
て
い
る
場
所
も
惨
憺
た
る
状
況
で
あ
る
こ
と
を
想
像
さ
せ
る
。

下
甲
板
砲
台
を
回
復
さ
せ
た
井
上
保
大
尉
の
報
告
に
よ
る
と
、
右
舷
は
煙
が
立
ち
込
め
て
い

て
左
舷
よ
り
も
視
界
が
悪
い
状
態
に
あ
っ
た
（30）
。
第
十
図
に
比
べ
て
こ
の
画
が
暗
澹
と
し
て

い
る
の
は
、
こ
う
し
た
事
実
を
踏
ま
え
て
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
煙
の
切
れ
間
か
ら
は
、

陰
惨
な
室
内
の
様
子
が
覗
き
見
え
る
。
瓦
礫
に
混
じ
っ
て
散
乱
す
る
兵
士
の
遺
体
は
、
切
断

さ
れ
た
上
半
身
や
潰
れ
落
ち
た
頭
部
な
ど
、
身
体
の
一
部
し
か
残
っ
て
い
な
い
。

挿
絵
の
第
十
二
図
（
図
8
）
に
は
、
上
甲
板
の
損
害
状
況
が
描
か
れ
て
お
り
、
説
明
文
に
は

「
鎮
遠
ノ
三
十
珊
弾
大
ニ
我
上
甲
板
前
部
ヲ
損
害
ス
」
と
あ
る
。
昇
降
口
か
ら
は
火
煙
が
噴
き

上
げ
、
上
部
を
覆
う
よ
う
に
取
り
付
け
ら
れ
て
い
た
柵
も
四
方
に
吹
き
飛
ば
さ
れ
て
い
る
。
沸

き
立
つ
白
煙
の
中
に
は
一
人
の
兵
士
が
斃
れ
て
お
り
、
ま
る
で
断
末
魔
の
叫
び
が
張
り
付
い

た
よ
う
な
表
情
を
し
て
い
る
。
錨
鎖
車
は
震
動
で
飛
び
跳
ね
て
お
り
、
鉄
柵
は
飴
細
工
の
よ

う
に
変
形
し
て
い
る
。
蹲
る
牛
も
虚
ろ
な
目
つ
き
で
弱
々
し
い
。
第
四
図
で
見
た
戦
闘
前
の

様
子
と
対
比
で
き
る
構
成
に
な
っ
て
い
る
。

挿
絵
の
第
十
三
図
（
図
9
）
に
は
、
士
官
公
室
に
集
ま
っ
た
重
傷
者
た
ち
の
様
子
が
描
か
れ

て
お
り
、
説
明
文
に
は
「
重
傷
患
者
僅
ニ
有
毒
瓦
斯
ノ
裡
ヨ
リ
遁
レ
治
療
ヲ
受
ケ
ン
ト
シ
テ

士
官
室
ニ
集
ル
」
と
あ
る
。
画
面
の
時
計
の
針
は
敵
弾
が
命
中
し
た
三
時
三
十
分
を
指
し
た

ま
ま
止
ま
っ
て
い
る
（31）
。
時
計
と
額
の
位
置
が
第
二
図
と
入
れ
替
わ
っ
て
い
る
が
、
単
純
に

図 6　第十図（版本、奈良県立図書情報館蔵）

図 5　第八図（版本、奈良県立図書情報館蔵）

図 8　第十二図（版本、奈良県立図書情報館蔵）

図 7　第十一図（版本、奈良県立図書情報館蔵）
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間
違
え
た
の
だ
ろ
う
。
画
面
右
上
に
は
木
村
の
姿
が
描
か
れ
て
お
り
、
重
傷
者
の
一
人
に
土

瓶
の
水
を
与
え
て
い
る
。
画
面
の
重
傷
者
は
一
様
に
肌
が
焼
け
爛
れ
て
お
り
、
あ
る
者
は
苦

痛
に
顔
を
歪
め
、
あ
る
者
は
絶
望
に
打
ち
ひ
し
が
れ
て
い
る
。
な
お
、
松
島
で
重
度
の
火
傷

を
負
っ
た
兵
士
た
ち
の
状
態
は
『
日
清
戦
役
海
軍
衛
生
史
』
に
詳
し
い
。
こ
の
本
に
は
医
学

的
な
立
場
か
ら
戦
傷
者
の
姿
を
正
確
に
記
録
し
た
図
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
（
図
10
）。
こ
の
図

を
見
て
も
、
第
十
三
図
は
事
実
に
基
づ
い
た
画
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
実
際
の
戦
場
を
描

き
出
そ
う
と
し
た
木
村
の
姿
勢
を
改
め
て
確
認
で
き
よ
う
。

挿
絵
の
第
十
四
図
に
は
、
満
艦
飾
の
松
島
が
描
か
れ
て
お
り
、
説
明
文
に
は
「
廿
七
年
十
月

二
日　

大
元
帥
纛
下
黄
海
々
戦
ニ
破
損
ヲ
受
ケ
タ
ル
諸
艦
ヲ
天
覽
ア
ラ
セ
ラ
レ
乗
員
士
氣
為

メ
ニ
振
フ
一
層
」
と
あ
る
。
こ
の
図
も
写
真
を
参
考
に
し
て
お
り
、
第
六
図
と
同
様
に

『
廿
七
八
年
海
戦
史
』
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
も
の
が
元
と
な
っ
て
い
る
。

挿
絵
の
第
十
五
図
に
は
、
呉
鎮
守
府
病
院
の
様
子
が
描
か
れ
て
お
り
、
説
明
文
に
は
「
明

治
廿
八
年
三
月
三
十
日　

皇
后
陛
下
呉
海
軍
病
院　

行
啓
親
シ
ク
従
軍
患
者
ヲ　

慰
撫
セ
ラ

ル
」
と
あ
る
。
画
面
手
前
に
い
る
軍
服
を
着
用
し
た
人
物
は
、
呉
鎮
守
府
病
院
の
院
長
を
務

め
る
海
軍
軍
医
大
監
・
三
田
村
忠
國
で
あ
ろ
う
。
黄
海
海
戦
の
戦
傷
者
は
、
ま
ず
、
佐
世
保

鎮
守
府
病
院
で
手
当
て
さ
れ
、
そ
の
後
、
搬
送
に
耐
え
得
る
者
の
み
呉
鎮
守
府
病
院
に
移
さ

れ
た
（32）
。
松
島
の
乗
員
で
は
、「
上
肢
貫
通
創
」
を
負
っ
た
一
名
が
呉
で
治
療
を
受
け
て
い
る
。

な
お
、
明
治
天
皇
が
宇
品
や
呉
を
訪
問
し
た
の
は
、
黄
海
海
戦
の
四
日
前
（
九
月
十
三
日
）
に
大

本
営
が
広
島
へ
と
移
設
さ
れ
て
い
た
た
め
で
あ
る
。

挿
絵
の
第
十
六
図
に
は
、
説
明
文
に
「
勲
章
授
與
式
」
と
あ
る
通
り
、
そ
の
様
子
が
描
か

れ
て
い
る
。

挿
絵
の
第
十
七
図
に
は
、
靖
国
神
社
が
描
か
れ
て
お
り
、
説
明
文
に
は
「
廿
八
年
十
二
月

十
七
日　

天
皇
陛
下
靖
國
神
社
ノ
臨
時
大
祭
ニ　

臨
幸　

親
カ
ラ
戰
死
者
ノ
靈
ヲ
拜
シ
給
フ
」

と
あ
る
。
書
画
帖
の
原
画
と
比
べ
る
と
、
国
旗
や
宮
司
、
騎
兵
な
ど
が
描
き
加
え
ら
れ
て
お

り
、
や
や
賑
や
か
な
印
象
に
な
っ
て
い
る
。

挿
絵
の
第
十
八
図
で
は
、
酒
を
組
み
交
す
三
人
の
下
士
卒
た
ち
を
中
心
に
、
画
面
左
上
に

は
皇
居
、
画
面
右
上
に
は
凱
旋
を
祝
う
街
の
様
子
が
描
か
れ
て
い
る
。
木
村
は
、
こ
の
挿
絵

に
漢
詩
を
添
え
て
作
品
の
最
後
を
締
め
く
く
っ
て
い
る
。

版
本
の
挿
絵
は
以
上
の
十
八
枚
と
な
る
が
、
書
画
帖
に
は
全
十
九
図
の
原
画
が
収
め
ら
れ

て
い
る
。
こ
の
版
本
の
挿
絵
に
使
用
さ
れ
な
か
っ
た
一
枚
に
は
、
木
村
が
日
清
戦
争
の
功
に

よ
っ
て
授
か
っ
た
三
つ
の
勲
章
が
描
か
れ
て
い
る
（33）
。『
黄
海
々
戦
ニ
於
ケ
ル
松
島
艦
内
ノ
状

況
』
の
本
文
に
直
接
関
係
す
る
も
の
で
は
な
い
た
め
、
刊
行
の
際
に
省
い
た
こ
と
は
想
像
に

難
く
な
い
。
木
村
に
は
海
戦
の
記
憶
を
書
画
帖
に
ま
と
め
て
家
に
伝
え
る
目
的
が
あ
っ
た
。
そ

の
た
め
、
自
身
の
功
績
も
絵
に
残
し
た
の
だ
ろ
う
。
ま
た
、
第
十
九
図
に
使
わ
れ
て
い
る
紙

の
大
き
さ
は
、
他
の
も
の
に
比
べ
て
半
分
程
し
か
な
く
、
や
や
控
え
目
な
印
象
を
受
け
る
。
ち

な
み
に
、
画
面
に
あ
る
勲
章
は
旭
日
章
、
金
鵄
勲
章
、
瑞
宝
章
で
あ
る
。

（
二
）
同
時
代
の
戦
争
報
道
画

同
時
代
に
戦
争
の
様
子
を
伝
え
て
い
た
報
道
画
に
つ
い
て
も
言
及
し
て
お
く
。
当
時
の
戦

争
報
道
画
に
お
け
る
表
現
を
知
る
こ
と
は
、
木
村
の
作
品
の
特
色
を
確
認
す
る
こ
と
に
も
繋

が
る
は
ず
だ
。
し
か
し
な
が
ら
、
日
清
戦
争
を
題
材
に
し
た
画
は
多
種
多
様
に
存
在
し
、
そ

の
全
て
を
網
羅
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
そ
の
た
め
、
本
稿
で
は
黄
海
海
戦
を
題
材
に
し
た
錦

絵
と
戦
争
画
帖
に
焦
点
を
絞
っ
た
。
こ
れ
ら
は
、
当
時
の
大
衆
に
と
っ
て
身
近
な
存
在
で
あ

り
、
日
清
戦
争
が
ど
の
よ
う
に
描
か
れ
、
ど
の
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
を
作
り
出
し
て
い
た
の
か

を
考
察
す
る
に
適
し
て
い
る
。

日
清
戦
争
は
、
そ
れ
ま
で
人
気
が
低
迷
し
て
い
た
錦
絵
に
盛
況
を
も
た
ら
し
た
。
当
時
、
戦

闘
場
面
を
撮
影
で
き
る
ほ
ど
に
写
真
技
術
は
発
達
し
て
お
ら
ず
、
錦
絵
は
写
真
に
不
足
し
た

躍
動
感
を
補
う
こ
と
で
、
そ
の
需
要
を
高
め
た
（34）
。
錦
絵
や
戦
争
画
帖
は
報
道
媒
体
と
し
て

図 10　海軍省医務局編『日清戦役海軍衛生史』第四編

図 9　第十三図（版本、奈良県立図書情報館蔵）
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新
聞
の
補
助
的
な
役
割
を
果
た
し
て
お
り
、
そ
の
速
報
性
が
評
価
さ
れ
、
列
強
国
に
も
流
通

し
て
い
た
（35）
。
し
か
し
、
画
工
の
多
く
は
従
軍
せ
ず
に
作
品
を
描
い
て
い
た
た
め
、
画
面
の

情
報
に
は
誤
報
や
誤
信
も
含
ま
れ
て
い
る
（36）
。
さ
ら
に
は
、
海
外
の
視
線
や
国
内
の
規
制
を

意
識
し
た
内
容
で
あ
っ
た
こ
と
も
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

黄
海
海
戦
を
は
じ
め
と
し
て
、
海
戦
を
描
い
た
錦
絵
の
主
役
は
軍
艦
で
あ
っ
た
。
陸
戦
と

は
異
な
り
、
白
兵
戦
と
な
る
こ
と
が
な
か
っ
た
た
め
、
基
本
的
に
兵
員
同
士
の
戦
闘
は
描
か

れ
て
い
な
い
。
画
面
上
に
は
、
睨
み
合
う
両
艦
隊
の
姿
や
、
清
国
艦
隊
の
軍
艦
が
撃
沈
さ
れ

る
場
面
が
多
く
取
り
上
げ
ら
れ
た
（
図
11
）。
中
に
は
、
爆
風
に
散
ら
さ
れ
た
清
兵
の
姿
ま
で

描
い
た
も
の
も
あ
る
が
、
木
村
の
画
の
よ
う
な
生
々
し
さ
は
な
い
（
図
12
）。
ま
た
、
近
代
兵

器
と
し
て
、
軍
艦
に
対
す
る
人
々
の
関
心
も
高
か
っ
た
。
北
洋
艦
隊
は
定
遠
や
鎮
遠
に
代
表

さ
れ
る
強
大
な
甲
鉄
艦
を
有
し
て
い
た
が
、
錦
絵
の
画
面
か
ら
は
聯
合
艦
隊
の
軍
艦
の
方
が

強
靭
な
装
甲
を
纏
っ
て
い
た
よ
う
な
印
象
を
受
け
る
。
実
際
、
聯
合
艦
隊
は
艦
齢
の
新
し
い

軍
艦
を
揃
え
て
い
た
が
、
そ
の
点
を
強
調
し
て
い
る
よ
う
に
も
見
え
る
。

な
お
、
有
名
な
作
品
と
し
て
は
小
林
清
親
の
「
於
黄
海
我
軍
大
捷　

第
一
圖
」
が
挙
げ
ら

れ
る
（
図
13
）。
清
親
は
日
清
戦
争
の
錦
絵
人
気
の
恩
恵
を
受
け
た
絵
師
の
一
人
で
あ
り
、
得

意
の
陰
影
表
現
で
幻
想
的
と
も
い
え
る
海
戦
場
面
を
描
き
出
し
た
。「
於
黄
海
我
軍
大
捷　

第

一
圖
」
に
お
い
て
も
、
煙
っ
た
空
に
飛
び
交
う
砲
弾
が
、
ま
る
で
花
火
の
よ
う
な
美
し
さ
で

描
か
れ
て
い
る
。

人
物
が
取
り
上
げ
ら
れ
た
例
と
し
て
は
、
安
達
吟
光
の
「
樺
山
軍
令
部
長
西
京
丸
を
以
て

敵
艦
に
當
る
」
を
挙
げ
て
お
く
（
図
14
）。
こ
の
作
品
は
、
黄
海
海
戦
に
お
け
る
西
京
丸
の
奮

戦
を
題
材
に
し
た
も
の
で
、
画
面
中
央
で
剣
を
振
り
か
ざ
し
な
が
ら
指
揮
を
取
っ
て
い
る
人

物
が
樺
山
資
紀
で
あ
る
。
海
軍
の
指
揮
に
刀
は
不
要
で
あ
っ
た
は
ず
が
、
将
校
に
武
士
の
イ

メ
ー
ジ
を
重
ね
合
わ
せ
た
の
か
、
日
清
戦
争
を
描
い
た
錦
絵
で
は
こ
う
い
っ
た
表
現
が
多
々

見
ら
れ
る
（37）
。
し
か
し
、
部
分
的
に
合
戦
調
の
表
現
を
用
い
る
こ
と
で
、
画
面
を
劇
的
に
演

出
し
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
黄
海
海
戦
は
日
本
が
始
め
て
体
験
す
る
本
格
的
海
戦
で

あ
っ
た
た
め
、
戦
闘
中
の
艦
内
の
様
子
な
ど
、
絵
師
に
と
っ
て
も
不
明
な
点
が
多
か
っ
た
の

か
も
知
れ
な
い
。

木
村
の
作
品
と
比
較
す
る
た
め
に
は
、
忠
勇
美
談
を
題
材
に
し
た
作
品
に
つ
い
て
も
述
べ

て
お
く
必
要
が
あ
る
。
日
清
戦
争
で
は
、「
喇
叭
卒
の
最
期
」
や
原
田
重
吉
一
等
兵
の
平
壌
一

番
乗
り
な
ど
、
忠
勇
美
談
が
数
多
く
生
ま
れ
、
新
聞
を
は
じ
め
と
す
る
報
道
媒
体
に
競
っ
て

取
り
上
げ
ら
れ
た
。
黄
海
海
戦
で
は
「
勇
敢
な
る
水
兵
」（
図
15
）
や
、
赤
城
艦
長
・
坂
元
八

郎
太
少
佐
の
戦
死
（
図
16
）
が
逸
話
と
し
て
伝
わ
っ
て
い
る
。
坂
元
は
士
官
だ
が
、
忠
勇
美
談

と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
た
人
物
の
殆
ど
は
無
名
の
兵
士
で
あ
っ
た
。
該
当
す
る
錦
絵
を
み
る

と
、
物
語
を
伝
え
る
画
と
し
て
綺
麗
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
も
の
が
多
く
、
兵
士
の
勇
敢
さ

や
戦
闘
の
激
し
さ
を
表
す
た
め
に
血
生
臭
さ
を
含
め
て
描
こ
う
と
す
る
画
は
見
当
た
ら
な
か
っ

た
。
ま
だ
合
戦
調
の
表
現
が
残
っ
て
い
る
中
、
日
清
戦
争
以
前
に
あ
っ
た
、
死
に
様
を
ド
ラ

マ
チ
ッ
ク
に
演
出
す
る
た
め
の
流
血
も
描
か
れ
な
く
な
っ
て
い
る
。

た
だ
し
、
清
兵
を
描
い
た
錦
絵
の
中
に
は
血
生
臭
い
表
現
が
用
い
ら
れ
て
い
る
も
の
確
認

で
き
る
。
小
国
政
の
「
暴
行
清
兵
ヲ
斬
首
ス
ル
圖
」（
図
17
）
に
は
、
警
護
の
巡
査
に
乱
暴
し

た
清
兵
を
斬
首
刑
に
処
し
た
出
来
事
が
描
か
れ
て
お
り
、
戦
闘
場
面
を
描
い
た
も
の
で
は
な

い
が
、
血
溜
ま
り
に
転
が
る
首
の
描
き
方
に
生
々
し
さ
が
あ
る
。
人
物
の
ポ
ー
ズ
は
従
来
の

演
劇
的
な
描
き
方
に
な
っ
て
い
る
も
の
の
、
斬
首
の
描
写
に
大
袈
裟
な
演
出
は
な
く
、
娯
楽

性
を
差
し
引
い
て
現
場
の
様
子
を
表
そ
う
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
木
村
の
血
の
表
現
と
共
通

す
る
も
の
が
感
じ
ら
れ
る
。
な
お
、
清
兵
は
赤
十
字
病
院
を
襲
う
残
虐
な
国
風
を
も
っ
て
い

る
と
詞
書
に
あ
り
、
清
国
が
非
道
で
あ
る
と
印
象
付
け
た
い
意
図
も
見
受
け
ら
れ
る
。
敵
兵

を
懲
罰
す
る
画
で
あ
っ
た
た
め
、
現
実
味
の
あ
る
残
酷
描
写
で
あ
っ
て
も
検
閲
を
通
っ
た
の

だ
ろ
う
。

次
に
、
冊
子
形
態
で
刊
行
さ
れ
た
戦
争
画
帖
に
つ
い
て
も
触
れ
て
お
き
た
い
。
当
時
、
好

評
を
博
し
た
作
品
の
一
つ
に
、
日
本
画
家
で
あ
る
久
保
田
米
遷
・
米
斎
の
父
子
が
刊
行
し
た

『
日
清
戰
闘
畫
報
』
が
あ
る
。
久
保
田
父
子
は
『
国
民
新
聞
』
の
特
派
員
と
し
て
陸
軍
に
従
軍

し
て
お
り
、『
日
清
戰
闘
畫
報
』
は
そ
の
取
材
に
基
づ
い
て
制
作
さ
れ
た
。
海
戦
を
描
い
た
も

の
は
少
な
い
が
、
黄
海
海
戦
の
画
（
図
18
）
で
は
、
松
島
の
砲
撃
に
よ
り
出
火
す
る
定
遠
が
描

か
れ
て
い
る
。
な
お
、
こ
の
画
帖
に
は
、
赤
十
字
の
野
戦
病
院
を
描
い
た
画
も
あ
り
、
題
材

か
ら
判
断
す
る
に
、
日
本
が
近
代
国
家
で
あ
る
こ
と
を
印
象
付
け
る
目
的
も
あ
っ
た
と
考
え

ら
れ
る
。
英
語
の
説
明
文
が
付
け
ら
れ
た
画
も
数
点
あ
る
た
め
、
海
外
の
視
線
を
意
識
し
て

い
た
こ
と
は
確
か
だ
ろ
う
。
ま
た
、
こ
の
画
帖
で
も
忠
勇
美
談
は
取
り
上
げ
ら
れ
て
お
り
、

「
喇
叭
卒
の
最
期
」
を
描
い
た
画
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
戦
争
画
帖
の
例
と
し
て
、

岩
崎
元
治
郎
に
よ
る
『
黄
海
海
戰　

軍
艦
御
用
』
に
つ
い
て
も
紹
介
し
た
い
。
こ
の
画
帖
は
、

両
艦
隊
の
布
陣
を
詳
細
に
解
説
し
た
も
の
で
、
英
語
と
日
本
語
の
文
章
が
記
さ
れ
て
い
る
（38）
。

黄
海
海
戦
は
世
界
史
上
で
初
め
て
の
近
代
的
海
戦
と
し
て
戦
術
に
対
す
る
関
心
を
海
外
か
ら

も
集
め
て
い
た
（39）
。『
黄
海
海
戰　

軍
艦
御
用
』
は
、
そ
う
し
た
需
要
を
反
映
し
た
作
品
と
い

え
る
。
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図 11　小国政「日清海戰大孤山沖大激戰大日本海軍大勝利之圖」（1894）（大英図書館蔵）

図 12　小国政「九月廿日號外　海洋島附近激戰」（1894）
（国立国会図書館デジタルコレクション）

図 13　小林清親「於黄海我軍大捷　第一圖」（1894）
（大英図書館蔵）

図 14　安達吟光「樺山軍令部長西京丸を以て敵艦に當る」（1894）
（国立国会図書館デジタルコレクション）

図 15　小林清親「黄海之戰我松島之水兵臨死問敵艦之存否」（1895）
（大英図書館蔵）

図 17　小国政の「暴行清兵ヲ斬首スル圖」（1894）
（大英図書館蔵）

図 16　水野年方「帝國赤城艦長阪本少佐奮戦」（1894）
（大英図書館蔵）
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戦
時
下
に
刊
行
さ
れ
た
戦
争
報
道
画
の
傾
向
を

見
て
い
く
と
、
戦
闘
に
よ
る
損
害
状
況
を
表
す
絵

は
稀
少
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
特
に
、
錦
絵

は
民
衆
の
需
要
を
重
視
す
る
傾
向
に
あ
り
、
刊
行

に
あ
た
っ
て
検
閲
を
受
け
る
。
士
気
を
下
げ
る
と

判
断
さ
れ
る
描
写
は
避
け
ら
れ
て
い
て
も
お
か
し

く
は
な
い
。
ま
た
、
海
戦
だ
け
で
な
く
陸
戦
に
も

視
野
を
広
げ
る
と
、
敵
将
と
の
一
騎
打
ち
を
思
わ

せ
る
画
や
、
敵
兵
の
首
を
刎
ね
飛
ば
す
画
な
ど
、
従

来
の
劇
的
な
表
現
を
も
っ
て
戦
闘
を
描
く
錦
絵
の

数
が
増
え
る
。
見
方
に
よ
っ
て
は
戦
争
を
娯
楽
と

し
て
捉
え
て
い
る
印
象
を
受
け
る
か
も
し
れ
な
い
。

戦
闘
場
面
を
描
い
た
画
で
あ
っ
て
も
「
暴
行
清
兵

ヲ
斬
首
ス
ル
圖
」
の
よ
う
に
敵
国
を
蔑
視
し
て
の

残
酷
表
現
だ
と
す
る
見
解
も
あ
る
だ
ろ
う
。
も
ち

ろ
ん
戦
時
中
に
お
い
て
そ
の
要
素
は
否
定
で
き
る

も
の
で
は
な
い
。
た
だ
、
錦
絵
と
い
う
媒
体
が
こ

れ
ま
で
に
発
展
さ
せ
て
き
た
表
現
を
も
っ
て
日
清

戦
争
を
描
こ
う
と
し
て
い
る
と
い
う
点
は
考
慮
す

べ
き
で
あ
る
。
一
方
、
戦
争
画
帖
の
例
を
み
て
も

わ
か
る
通
り
、
海
外
に
向
け
て
情
報
発
信
す
る
ね

ら
い
を
も
っ
た
戦
争
報
道
画
も
存
在
す
る
。
列
強
に
認
め
ら
れ
る
よ
う
、
近
代
的
で
洗
練
さ

れ
た
イ
メ
ー
ジ
を
普
及
す
る
仕
上
が
り
と
な
っ
て
お
り
、
当
然
な
が
ら
自
国
の
損
害
を
生
々

し
く
描
い
た
も
の
は
な
い
。
こ
う
し
た
時
代
の
状
況
を
踏
ま
え
る
と
、
自
国
の
兵
士
の
死
に

様
を
含
め
、
戦
場
の
現
実
を
忠
実
に
描
い
た
木
村
の
作
品
は
、
近
代
日
本
の
戦
争
報
道
画
を

考
え
る
上
で
も
貴
重
な
位
置
づ
け
に
あ
る
。

お
わ
り
に

日
清
戦
争
の
海
戦
を
描
い
た
作
品
に
は
、
軍
艦
や
布
陣
図
に
よ
っ
て
近
代
戦
争
の
イ
メ
ー

ジ
を
表
し
た
も
の
が
多
い
。
当
時
の
人
々
は
、
こ
れ
ら
の
絵
か
ら
視
覚
的
に
情
報
を
得
て
、
旧

来
に
あ
っ
た
戦
争
の
イ
メ
ー
ジ
を
改
め
て
い
っ
た
。『
黄
海
々
戦
ニ
於
ケ
ル
松
島
艦
内
ノ
状

況
』
は
近
代
的
な
海
戦
に
よ
る
死
傷
者
の
姿
も
示
し
て
お
り
、
そ
の
点
に
お
い
て
も
類
を
み

な
い
作
品
で
あ
る
。
木
村
は
人
の
目
に
曝
さ
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
場
面
を
詳
細
に
描
き
出

し
、
刊
行
と
い
う
形
で
公
に
発
表
し
た
。
実
時
間
で
は
な
い
も
の
の
、
軍
人
に
よ
る
報
道
画

と
し
て
前
例
の
な
い
作
品
を
生
み
出
し
た
。

『
黄
海
々
戦
ニ
於
ケ
ル
松
島
艦
内
ノ
状
況
』
は
文
章
と
挿
絵
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
お
り
、

本
文
の
内
容
を
支
え
る
た
め
に
画
の
力
を
借
り
て
い
る
。
木
村
は
制
海
権
の
重
要
性
を
説
き
、

海
軍
の
拡
張
を
主
張
し
て
い
る
。
そ
の
持
論
を
展
開
す
る
た
め
に
も
、
兵
士
の
勇
敢
さ
を
描

写
し
、
彼
ら
の
士
気
を
讃
え
た
。
さ
ら
な
る
強
国
と
の
戦
争
を
想
定
す
る
な
ら
ば
、
兵
士
の

質
で
は
な
く
兵
器
の
量
に
不
足
が
あ
る
と
木
村
は
考
え
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
残
酷
な
挿
絵

の
描
写
は
人
体
の
脆
さ
を
教
え
て
く
れ
る
。
勇
敢
に
戦
っ
た
兵
士
の
死
に
様
で
あ
っ
て
も
、
事

実
と
し
て
、
戦
場
で
は
一
様
に
無
惨
な
姿
と
な
っ
た
。
木
村
は
自
身
が
見
聞
し
た
光
景
を
画

に
す
る
こ
と
で
、
近
代
戦
争
が
ど
う
い
っ
た
も
の
な
の
か
を
示
そ
う
と
し
た
。
か
つ
て
の
西

南
戦
争
と
は
異
な
り
、
日
清
戦
争
の
戦
場
は
日
常
か
ら
遠
く
離
れ
た
場
所
に
あ
っ
た
。
だ
か

ら
こ
そ
、
木
村
は
人
々
に
戦
場
の
現
実
を
見
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
挿
絵
だ
け
が
広

ま
れ
ば
厭
戦
の
気
を
起
こ
さ
せ
る
か
も
し
れ
な
い
。
そ
れ
ほ
ど
に
木
村
の
描
写
は
徹
底
し
て

い
る
。
海
戦
で
は
一
発
の
砲
弾
が
一
瞬
に
し
て
多
数
の
命
を
奪
う
。
そ
の
事
実
を
突
き
つ
け

た
上
で
、
木
村
は
新
た
な
軍
備
の
必
要
性
に
つ
い
て
理
解
を
求
め
て
い
る
。
海
上
戦
力
の
拡

大
を
願
う
木
村
の
思
い
は
文
章
に
ま
と
め
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
内
容
を
支
え
る
挿
絵
は
冷
静

な
目
を
も
っ
て
近
代
兵
器
の
威
力
を
伝
え
よ
う
と
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
血
み
ど
ろ
の
惨

状
も
包
み
隠
さ
ず
描
写
さ
れ
た
。『
黄
海
々
戦
ニ
於
ケ
ル
松
島
艦
内
ノ
状
況
』
は
、
後
世
の
目

で
見
る
と
異
質
な
作
品
に
見
え
る
が
、
当
時
は
少
な
く
と
も
一
度
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
る
。
海

軍
関
係
者
に
も
刊
行
を
認
め
ら
れ
て
い
た
と
い
う
事
実
を
踏
ま
え
れ
ば
、
挿
絵
の
残
酷
な
表

現
も
木
村
の
意
図
を
考
慮
し
て
理
解
さ
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
（40）
。
時
代
背
景
が
後
押
し
し
て

い
た
こ
と
も
あ
る
。

戦
争
報
道
画
が
伝
え
る
戦
場
の
イ
メ
ー
ジ
は
、
日
清
戦
争
を
通
し
て
「
合
戦
」
か
ら
「
戦

争
」
へ
と
変
化
し
て
い
っ
た
。
錦
絵
は
戦
況
を
伝
え
る
媒
体
と
な
っ
て
需
要
を
得
た
が
、
同

時
に
忠
勇
美
談
の
物
語
も
題
材
に
し
た
。
当
時
の
日
本
は
帝
国
主
義
の
近
代
国
家
と
し
て
駆

け
出
し
の
頃
に
あ
り
、
戦
争
報
道
画
か
ら
も
過
渡
期
の
様
相
が
見
て
取
れ
る
。『
黄
海
々
戦
ニ

於
ケ
ル
松
島
艦
内
ノ
状
況
』
は
当
事
者
の
体
験
記
録
で
あ
り
、
そ
の
挿
絵
に
は
「
戦
争
」
を

伝
え
る
た
め
の
血
の
表
現
が
あ
る
。
戦
場
の
イ
メ
ー
ジ
が
更
新
さ
れ
つ
つ
あ
る
時
代
で
あ
っ

た
か
ら
こ
そ
、
世
に
出
さ
れ
た
作
品
で
あ
る
と
も
い
え
よ
う
。

図 18　久保田米僊・久保田米斎・久保田金仙『日清戰闘畫報』第四篇
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た
だ
し
、
本
研
究
に
お
い
て
は
同
時
代
の
作
品
と
の
比
較
と
い
う
点
で
ま
だ
課
題
が
残
る
。

戦
争
報
道
画
以
外
の
作
品
群
も
分
析
し
、
日
清
戦
争
の
描
か
れ
方
を
広
い
視
野
を
も
っ
て
考

え
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
今
後
の
研
究
に
繋
げ
て
い
き
た
い
。

註（1）	

松
島
が
北
洋
艦
隊
（
鎮
遠
）
か
ら
の
砲
撃
に
よ
り
大
打
撃
を
受
け
た
際
、
そ
の
砲
撃
で
瀕

死
の
重
傷
を
負
っ
た
三
浦
虎
次
郎
三
等
水
兵
が
、
巡
検
中
の
向
山
愼
吉
副
長
に
対
し
、

「
ま
だ
沈
ま
ず
や
定
遠
は
」
と
訊
い
た
と
さ
れ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
も
と
に
、「
勇
敢
な
る

水
兵
」
と
い
う
軍
歌
が
作
ら
れ
た
。

（2）	

原
田
敬
一
「
戦
争
を
伝
え
た
人
び
と	

―	

日
清
戦
争
と
錦
絵
を
め
ぐ
っ
て	

―	

」
佛
教
大

学
文
学
部
編
『
佛
教
大
学
文
学
部
論
集
』
第
八
四
号
、
佛
教
大
学
文
学
部
、
二
〇
〇
〇

年
三
月

（3）	

大
谷
正
「
日
清
戦
争
報
道
と
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク･
メ
デ
ィ
ア	

―	

従
軍
し
た
記
者
・
画
工
・

写
真
師
を
中
心
に	

―	

」
メ
デ
ィ
ア
史
研
究
会
編
『
メ
デ
ィ
ア
史
研
究
』
第
二
一
号
、
ゆ

ま
に
書
房
、
二
〇
〇
六
年
一
二
月

（4）	

丹
尾
安
典
・
河
田
明
久
『
イ
メ
ー
ジ
の
な
か
の
戦
争	
―	
日
清
・
日
露
か
ら
冷
戦
ま

で	

―	

』
岩
波
近
代
日
本
の
美
術
１
、
岩
波
書
店
、
一
九
九
六
年

	

丹
尾
安
典
編
『
記
憶
と
歴
史	

―	

日
本
に
お
け
る
過
去
の
視
覚
化
を
め
ぐ
っ
て
』
早
稲
田

大
学
會
津
八
一
記
念
博
物
館
、
二
〇
〇
七
年

（5）	

市
村
茉
梨
「
日
清
戦
争
錦
絵
に
お
け
る
戦
争
表
現
と
そ
の
受
容
」
関
西
大
学
大
学
院
東

ア
ジ
ア
文
化
研
究
科
編
『
東
ア
ジ
ア
文
化
研
究
科
院
生
論
集
』
第
二
号
、
関
西
大
学
大

学
院
東
ア
ジ
ア
文
化
研
究
科
、
二
〇
一
三
年
一
二
月

	

市
村
茉
梨
「
日
清
戦
争
期
に
お
け
る
戦
争
表
象	

―	

印
刷
媒
体
に
表
現
さ
れ
た
イ
メ
ー
ジ

に
つ
い
て	

―	

」
関
西
大
学
大
学
院
東
ア
ジ
ア
文
化
研
究
科
博
士
論
文
、
二
〇
一
六
年

三
月

（6）	

土
居
良
三
『
軍
艦
奉
行
木
村
摂
津
守　

近
代
海
軍
誕
生
の
陰
の
立
役
者
』
中
央
公
論
社
、

一
九
九
四
年

（7）	

版
本
に
は
記
載
さ
れ
て
い
な
い
が
、
書
画
帖
の
原
文
に
は
署
名
と
と
も
に
日
付
が
記
さ

れ
て
い
る
。

（8）	

『
黄
海
々
戦
ニ
於
ケ
ル
松
島
艦
内
ノ
状
況
』
の
版
権
登
録
証
の
他
、
木
村
が
明
治
二
十
九

（
一
八
九
六
）
年
に
出
版
し
た
『
海
軍
圖
説
』
の
版
権
登
録
証
も
収
め
ら
れ
て
い
る
。

（9）	

版
本
の
刊
記
に
は
「
摹
画　

小
林
檉
湖
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、『
黄
海
々
戦
ニ
於
ケ
ル
松

島
艦
内
ノ
状
況
』
を
刊
行
す
る
に
当
た
っ
て
、
書
画
帖
に
あ
っ
た
木
村
の
画
を
小
林
が

木
版
画
用
に
写
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
小
林
と
い
う
人
物
に
つ
い
て
は
、
確
認
で

き
る
記
録
の
数
も
少
な
く
、
ま
だ
不
明
な
点
が
多
い
。
し
か
し
、
経
歴
と
し
て
は
、
松

本
楓
湖
の
門
人
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る
（
添
田
達
嶺
『
半
古
と
楓
湖
』
睦
月
社
、
一
九

五
五
年
、
一
四
三
頁
）。
ま
た
、
明
治
十
四
年
三
月
一
日
か
ら
六
月
三
十
日
ま
で
開
催
さ
れ

て
い
た
第
二
回
内
閣
勧
業
博
覧
会
の
記
録
に
「
小
林
檉
潮
」
と
い
う
出
品
者
名
を
見
つ

け
る
こ
と
が
で
き
た
（
東
京
国
立
文
化
財
研
究
所
編
『
内
国
勧
業
博
覧
会
美
術
品
目
録
』
中
央
公
論
美
術

出
版
、
一
九
九
六
年
、
二
一
一
頁
）。
小
林
檉
湖
と
同
一
人
物
の
可
能
性
が
あ
る
。

	

な
お
、
本
稿
の
調
査
段
階
で
は
書
画
帖
に
あ
る
原
画
を
木
村
の
作
と
断
定
す
る
ま
で
に

至
っ
て
い
な
い
が
、
版
本
の
刊
記
に
「
摹
画
」
を
し
た
小
林
の
名
が
あ
る
た
め
、
も
し

原
画
が
木
村
以
外
の
作
で
あ
る
な
ら
ば
、
そ
の
名
も
刊
記
に
記
載
し
た
の
で
は
な
い
か

と
考
え
る
。
本
稿
で
は
、
緒
言
に
あ
る
「
余
ノ
當
時
親
ラ
見
聞
セ
ル
事
實
ヲ
書
畫
帖
ニ

上
セ
」
と
い
う
言
葉
を
前
提
に
論
考
を
進
め
た
。

（10）	

『
黄
海
々
戦
ニ
於
ケ
ル
松
島
艦
内
ノ
状
況
』
が
刊
行
さ
れ
た
時
に
も
大
本
営
は
残
っ
て
い

た
（
明
治
二
十
九
年
四
月
一
日
に
解
散
）。

（11）	

原
田
敬
一
『
日
清
戦
争
』
戦
争
の
日
本
史
19
、
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
八
年
、
一
八
〇

頁

（12）	

「
日
清
戦
争　

黄
海
海
戦
〈
錦
絵
〉
ド
キ
ュ
メ
ン
ト　

黄
海
々
戦
ニ
於
ケ
ル
松
島
艦
内
ノ

状
況
」、『
歴
史
読
本
』
九
月
号
、
新
人
物
往
来
社
、
二
〇
〇
七
年

	

な
お
、
発
禁
処
分
と
な
っ
た
正
確
な
年
月
日
と
理
由
に
つ
い
て
は
自
身
で
も
官
報
を
調

べ
て
い
る
が
ま
だ
該
当
の
告
示
が
見
つ
か
ら
な
い
。

（13）	

矢
野
貫
一
編
『
近
代
戦
争
文
学
事
典
』
第
十
輯
、
和
泉
書
院
、
二
〇
〇
八
年
、
三
二
頁

（14）	

前
掲
の
『
近
代
戦
争
文
学
事
典
』
が
全
七
図
の
版
本
を
取
り
上
げ
て
お
り
、
七
枚
の
挿

絵
に
つ
い
て
解
説
し
て
い
る
。
全
十
六
図
の
版
本
に
つ
い
て
は
情
報
を
得
ら
れ
て
い
な

い
が
、
最
も
挿
絵
の
枚
数
が
少
な
い
全
七
図
の
版
本
に
六
枚
と
も
揃
っ
て
い
る
た
め
、
欠

け
て
い
な
い
と
判
断
し
た
。

（15）	

高
階
秀
爾
「
川
村
清
雄
に
つ
い
て
の
二
、
三
の
考
察
」、
高
階
秀
爾
・
三
輪
英
夫
編
『
川

村
清
雄
研
究
』
中
央
公
論
美
術
出
版
、
一
九
九
四
年
、
三-

三
八
頁

（16）	

「
海
軍
」
編
輯
局
編
『
軍
艦
松
嶋
之
紀
念
』
画
報
社
支
店
、
一
九
一
二
年
、
三
一-

三
九
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頁

（17）	

小
笠
原
長
生
『
大
海
戰
秘
史　

黄
海
海
戰
篇
』
實
業
之
日
本
社
、
一
九
二
九
年
、
二
〇

三-

二
〇
五
頁
、
二
一
九-

二
三
八
頁

	

巻
頭
に
「
當
時
の
錦
繪
」
と
し
て
『
黄
海
々
戦
ニ
於
ケ
ル
松
島
艦
内
ノ
状
況
』
の
第
一

図
と
第
四
図
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

（18）	
太
田
喜
二
郎
『
黄
海
々
戦
を
描
き
て
』
女
星
堂
寫
眞
製
版
所
、
一
九
二
九
年
、
四
三
頁

（19）	

海
軍
軍
令
部
編
『
廿
七
八
年
海
戦
史
』
上
巻
、
春
陽
堂
、
一
九
〇
五
年
、
一
六
三
頁

（20）	

多
木
浩
二
『
天
皇
の
肖
像
』
岩
波
書
店
、
一
九
八
八
年
、
一
二
五
頁

（21）	

海
軍
省
編
『
海
軍
旗
章
條
例
』
海
軍
省
、
一
八
八
九
年
、
三-

四
頁

	

第
七
条
に
て
「
將
旗
ハ
司
令
長
官
司
令
官
タ
ル
將
官
指
撣
權
ヲ
帶
ヒ
乘
艦
シ
タ
ル
ト
キ

大
將
ハ
大
檣
頂
ニ
之
ヲ
掲
ケ
中
將
ニ
在
テ
ハ
前
檣
頂
ニ
之
ヲ
掲
ケ
少
將
ニ
在
テ
ハ
後
檣

頂
ニ
之
ヲ
掲
ク
（
中
略
）
中
將
二
檣
以
下
ノ
艦
ニ
乘
艦
シ
タ
ル
ト
キ
ハ
將
旗
風
上
ノ
上
隅

ニ
紅
球
一
個
ヲ
附
シ
（
後
略
）」
と
定
め
ら
れ
て
い
る
。
当
時
は
将
旗
の
意
匠
に
違
い
が

な
か
っ
た
た
め
、
掲
げ
る
場
所
、
も
し
く
は
旗
に
赤
丸
を
付
け
足
し
て
区
別
し
た
。
松

島
に
は
大
檣
し
か
な
か
っ
た
の
で
、
条
例
の
通
り
、
第
三
図
で
も
旗
の
風
上
に
赤
丸
が

一
個
付
け
ら
れ
て
い
る
。

（22）	

逓
信
省
編
『
万
国
船
舶
信
号
書
』
第
一
編　

増
補
版
、
日
本
海
員
掖
済
会
、
一
九
二
四

年

（23）	

前
掲
書
（
22
）　

四
七-

五
一
頁

	

通
常
、
遠
距
離
信
号
は
形
象
（
上
尖
錐
形
、
球
形
、
下
尖
錐
形
、
皷
形
）
を
用
い
て
字
母
を
表
す
。

球
形
は
遠
距
離
信
号
の
標
で
あ
る
た
め
、
各
信
号
中
、
少
な
く
と
も
一
個
は
掲
げ
る
こ

と
に
な
っ
て
い
る
。

（24）	

前
掲
書
（
22
）　

四
七-

五
一
頁

	

遠
距
離
信
号
に
お
い
て
、
旗
の
次
に
球
形
が
掲
げ
ら
れ
た
場
合
、
座
礁
に
よ
り
救
援
を

求
め
る
信
号
と
な
る
。
し
か
し
、「
Ｎ
」（
遠
距
離
信
号
の
便
宜
上
、
数
字
順
に
配
置
す
る
と
二
二
四
）

を
特
定
遠
距
離
信
号
と
し
て
解
釈
す
れ
ば
、「
見
ゆ
る
船
の
名
は
如
何
」
と
読
み
取
る
こ

と
が
で
き
る
。
こ
こ
で
は
、
後
者
の
意
味
を
示
し
て
い
る
も
の
と
捉
え
た
。

（25）	

北
洋
艦
隊
は
、
定
遠
と
鎮
遠
を
中
堅
と
す
る
後
翼
単
梯
陣
を
取
り
、
砲
撃
し
つ
つ
衝
角

で
攻
撃
す
る
と
い
う
勝
利
に
堅
い
戦
術
を
主
眼
と
し
て
い
る
。
当
時
の
清
国
は
、
眠
れ

る
獅
子
と
称
さ
れ
て
い
た
よ
う
に
、
侮
る
こ
と
の
で
き
な
い
強
大
な
国
だ
っ
た
。
そ
の

海
軍
に
は
「
東
洋
一
の
堅
艦
」
と
呼
ば
れ
た
定
遠
と
鎮
遠
が
あ
り
、
こ
の
同
型
艦
二
隻

の
存
在
は
日
本
に
と
っ
て
長
年
の
脅
威
と
な
っ
て
い
た
。
対
す
る
聯
合
艦
隊
は
、
単
縦

陣
を
採
用
し
、
舷
側
の
速
射
砲
を
用
い
て
敵
艦
隊
を
翼
端
か
ら
撃
破
し
て
い
く
作
戦
に

あ
る
。
理
想
と
し
て
は
、
敵
艦
隊
を
取
り
囲
ん
で
渦
巻
き
状
に
周
回
し
、
外
か
ら
内
へ

と
順
に
砲
撃
を
浴
び
せ
て
潰
し
て
い
く
。
つ
ま
り
、
聯
合
艦
隊
は
衝
角
戦
法
を
取
り
入

れ
ず
、
砲
撃
戦
に
主
眼
を
置
い
て
い
た
。
こ
の
単
縦
陣
に
よ
る
戦
術
は
、
イ
ギ
リ
ス
海

軍
の
イ
ン
グ
ル
ス
大
佐
が
提
案
・
指
導
し
た
も
の
で
、
海
戦
直
前
の
対
抗
運
動
や
机
上

検
討
を
経
て
採
用
さ
れ
て
い
る
（
前
掲
書
（
11
）、
一
三
一
頁
）。
ま
た
、
聯
合
艦
隊
の
勢
力
は
、

甲
鉄
艦
の
数
が
一
隻
（
北
洋
艦
隊
は
六
隻
）、
排
水
量
の
総
計
が
約
四
万
ト
ン
（
北
洋
艦
隊
は
約

三
万
五
千
ト
ン
）、
平
均
速
力
が
約
十
六
ノ
ッ
ト
（
北
洋
艦
隊
は
約
十
四
ノ
ッ
ト
）、
二
十
一
サ
ン

チ
以
上
の
重
砲
が
十
一
門
（
北
洋
艦
隊
は
二
十
三
門
）、
軽
砲
（
機
砲
を
含
む
）
が
二
百
五
十
一

門
（
北
洋
艦
隊
は
二
百
四
、
あ
る
い
は
二
百
八
門
）
と
な
っ
て
お
り
、
北
洋
艦
隊
の
勢
力
と
比
較

す
る
と
、
装
甲
や
大
口
径
砲
の
数
で
は
劣
っ
て
い
る
も
の
の
、
速
力
と
中
口
径
以
下
の

砲
の
数
で
は
優
れ
て
い
た
。
さ
ら
に
、
中
口
径
以
下
の
砲
の
う
ち
、
新
式
の
速
射
砲
は

百
八
十
門
に
上
る
。
聯
合
艦
隊
の
軍
艦
が
機
動
力
の
高
さ
と
速
射
砲
の
数
で
優
れ
て
い

た
こ
と
は
、
海
戦
の
勝
利
を
得
る
一
因
と
な
っ
た
。

（26）	

横
浜
開
港
資
料
館
蔵
の
木
村
浩
吉
資
料
の
中
に
複
数
点
の
記
録
写
真
を
確
認
で
き
る
。

（27）	

「
黄
海
々
戦
ニ
於
ケ
ル
松
嶋
水
雷
室
及
水
雷
部
員
」（
木
村
浩
吉
資
料
、
横
浜
開
港
資
料
館
蔵
）

（28）	

前
掲
書
（
27
）　

報
告
文
の
後
に
砲
台
の
位
置
を
示
す
挿
図
が
描
か
れ
て
い
る
。

（29）	

志
摩
と
伊
東
が
下
甲
板
砲
台
の
指
揮
を
取
っ
て
い
た
と
す
る
本
文
の
件
に
よ
り
推
測
し

た
。

（30）	

前
掲
書
（
19
）　

二
一
一
頁
、「
井
上
松
島
砲
術
長
勤
務
日
誌
概
要
」

（31）	

前
掲
書
（
19
）　
「
聯
合
艦
隊
司
令
長
官
海
軍
中
将
伊
東
祐
亨
報
告
」
二
三
五
頁

	

伊
東
の
報
告
書
に
よ
る
と
敵
弾
は
午
後
三
時
二
十
六
分
に
着
弾
し
て
い
る
が
、
本
文
に

お
い
て
木
村
は
午
後
三
時
三
十
分
頃
と
し
て
い
る
。

（32）	

海
軍
省
医
務
局
編
『
日
清
戦
役
海
軍
衛
生
史
』
第
四
編
、
海
軍
省
医
務
局
、
一
八
九
八

年

（33）	
「
木
村
芥
舟
・
木
村
浩
吉
資
料
目
録
」
横
浜
開
港
資
料
館
編
『
木
村
芥
舟
と
そ
の
資
料　

旧
幕
臣
の
記
録
』
横
浜
開
港
資
料
普
及
協
会
、
一
九
八
八
年
、
九
八-

一
一
四
頁

（34）	
前
掲
書
（
3
）

（35）	

ク
リ
ス
ト
フ･

マ
ル
ケ
「
記
録
と
記
憶	

―	

日
清
戦
争
図
像
の
な
か
の
歴
史	

―	

」
丹
尾

安
典
編
『
記
憶
と
歴
史	

―	

日
本
に
お
け
る
過
去
の
視
覚
化
を
め
ぐ
っ
て
』
早
稲
田
大
学
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會
津
八
一
記
念
博
物
館
、
二
〇
〇
七
年
、
二
三-

四
一
頁

（36）	

前
掲
書
（
2
）、
一-

一
五
頁

（37）	
前
掲
書
（
2
）

（38）	
岩
崎
元
治
郎
『
黄
海
海
戰　

軍
艦
御
用
』
東
台
書
院
、
一
八
九
六
年

	

国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
（https://dl.ndl.go.jp/pid/773635

）
を
参
照

（
二
〇
二
三
年
七
月
一
二
日
）。

（39）	

前
掲
書
（
11
）　

一
三
七-

一
四
〇
頁

（40）	

木
村
の
経
歴
を
み
た
と
こ
ろ
、
発
禁
処
分
の
影
響
に
よ
っ
て
立
場
が
わ
る
く
な
る
こ
と

も
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
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献
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四
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〇
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・
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史
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史
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店
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年
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茉
梨
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西
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28　

市
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梨
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清
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に
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印
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媒
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―	

」
関
西
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学
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院
東
ア
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文
化
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科
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論
文
、
二
〇
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29　

藤
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道
生
『
日
清
戦
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東
ア
ジ
ア
近
代
史
の
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点	

―	

』
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
七

年
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初
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一
九
七
三
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土
居
良
三
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木
村
摂
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軍
誕
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の
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の
立
役
者
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中
央
公
論
社
、

一
九
九
四
年

31　

高
階
秀
爾
「
川
村
清
雄
に
つ
い
て
の
二
、
三
の
考
察
」
高
階
秀
爾
・
三
輪
英
夫
編
『
川

村
清
雄
研
究
』
中
央
公
論
美
術
出
版
、
一
九
九
四
年

32　

東
京
国
立
文
化
財
研
究
所
編
『
内
国
勧
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博
覧
会
美
術
品
目
録
』
中
央
公
論
美
術
出
版
、
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一
九
九
六
年

33　

添
田
達
嶺
『
半
古
と
楓
湖
』
睦
月
社
、
一
九
五
五
年

34　

多
木
浩
二
『
天
皇
の
肖
像
』
岩
波
書
店
、
一
九
八
八
年

35　

篠
原
宏
『
日
本
海
軍
お
雇
い
外
国
人	

―	

幕
末
か
ら
日
露
戦
争
ま
で	

―	

』
中
公
新
書
、

一
九
八
八
年

36　

矢
野
貫
一
編
『
近
代
戦
争
文
学
事
典
』
第
十
輯
、
和
泉
書
院
、
二
〇
〇
八
年

37　
「
日
清
戦
争　

黄
海
海
戦
〈
錦
絵
〉
ド
キ
ュ
メ
ン
ト　

黄
海
々
戦
ニ
於
ケ
ル
松
島
艦
内
ノ

状
況
」

38　
『
歴
史
読
本
』
九
月
号
、
新
人
物
往
来
社
、
二
〇
〇
七
年

そ
の
他
、
横
浜
開
港
資
料
館
が
所
蔵
し
て
い
る
木
村
浩
吉
資
料
か
ら
何
点
か
を
参
考
に
さ

せ
て
い
た
だ
い
た
。

図
版
の
錦
絵
に
つ
い
て
は
、「
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
・
大
英
図
書
館
共
同
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
特
別
展　

描
か
れ
た
日
清
戦
争
〜
錦
絵
・
年
画
と
公
文
書
〜
」（https://w

w
w
.jacar.

go.jp/jacarbl-fsjw
ar-j/

）
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ペ
ー
ジ
と
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

（https://dl.ndl.go.jp/

）
か
ら
引
用
し
た
。
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資料1　挿絵一覧
版本（木版画） 書画帖（原画） 版本（木版画） 書画帖（原画）

戦捷を祈る水兵と二人の姿に涙する警吏 松島（下甲板左舷側）の損害状況

士官公室の様子 松島（下甲板砲台）の損害状況

北洋艦隊との遭遇 松島（上甲板）の損害状況

喜び勇む下士卒たち 士官公室に集まった重傷者たちの様子

両艦隊の布陣図 満艦飾の松島

松島（七番軽砲と付近）の損害状況 呉鎮守府病院

戦闘航跡図（炎上する敵艦） 勲章授與式

松島（中央水雷室）の損害状況 靖国神社

戦闘航跡図（離散する北洋艦隊） 酒を組み交す下士卒
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図
!
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戦

後
"

第
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八

図
!

海
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後
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第

七

図
!

海

戦
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図
!
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戦
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図
!

海

戦
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五

図
!

海

戦

後
"

第

十

六

図
!

海

戦

後
"

第

一

図
!

海

戦

前
"

第

二

図
!

海

戦

前
"

第

三

図
!

海

戦

前
"

第

四

図
!

海

戦

前
"

第

五

図
!

海

戦
"

第

六

図
!

海

戦
"

第

十

図
!

海

戦
"

第

十

一

図
!

海

戦
"

第

十

二

図
!

海

戦
"

第

十

三

図
!

海

戦
"

第

十

四

図
!

海

戦

後
"

（版本 ：奈良県立図書情報館蔵、 書画帖 ：横浜開港資料館蔵）
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